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林  地  開  発  の  許  可  基  準  

 

 

 

 森林 法（ 昭和 26年法律 第 249号 ）第 10条 の２ 第２ 項の規 定に 基づ き

知 事が 行う開 発行 為の 許可 に係る 高知 県行 政手 続条例（ 平成７ 年 高

知 県条 例第 45号。以 下「 条例」と いう 。）第５条 第１ 項の審 査基 準は 、

次 のと おりと する 。  

ま た、条 例第６ 条の標 準処 理期間 は 、 80日 とす る。ただ し、高 知

県 の休 日を定 める 条例（平 成元 年 高知 県条 例第 ２号 ）第１ 条に 規定

す る県 の休日 及び 申請 書類 の補正 等に 要す る日 数は 、標 準処理 期間

に 含め ない。  

 

第 １  手続上 の要 件（ 森林 法施行 規則 第４ 条関 係）  

森 林法 施行規 則第 ４条（ 昭和 26年農 林省令 第 54号。以下「 省

令 」という 。）に 基づく 申請 書及び 添付 書類 の内 容が次 に掲 げる

要 件に 適合し てい るこ と。  

１  開 発行為 に関 する 計画 の内容 が具 体的 であ り、許可 を受け た

後 遅 滞 な く 申 請 に 係 る 開 発 行 為 を 行 う こ と が 明 ら か で あ る こ

と 。  

２  開 発 行 為 に 係 る 森 林 に つ き 開 発 行 為 の 施 行 の 妨 げ と な る 権

林  地  開  発  の  許  可  基  準  

〔 平成 14年４ 月１ 日付 け  14森第 ２号 〕  

 令和 ４年６ 月 20日か ら適 用する   

 

 森林 法（ 昭和 26年法律 第 249号 ）第 10条 の２ 第２ 項の規 定に 基づ き

知 事が 行う開 発行 為の 許可 に係る 高知 県行 政手 続条例（ 平成７ 年条

例 第 45号。以下「条 例」と いう 。）第５ 条第１ 項の 審査基 準は 、次の

と おり とする 。  

ま た、条 例第６ 条の標 準処 理期間 は、 80日 とす る。ただ し、高 知

県 の休 日を定 める 条例（平 成元 年条例 第２ 号）第１ 条に規 定す る県

の 休日 及び申 請書 類の 補正 等に要 する 日数 は 、標準 処理 期間に 含め

な い。  

 

第 １章   一 般的 事項  

１  次 に掲げ る事 項の 全て に該当 し 、申請 に係 る開発 行為 を行 うこ

と が確 実であ るこ と。  

 

(１ ) 開発行 為に 関す る計 画の内 容が 具体 的で あり 、許 可を受 け

た 後、 遅滞な く申 請に 係る 開発行 為 が 行わ れる こと。  

 

(２ ) 開発行 為に 係る 森林 につき 、開発行 為の 施行の 際に 妨げ と



林地開発の許可基準 新旧対照表 

新 旧 
 

2 / 58 

利 を 有 す る 者 の 相 当 数 の 同 意 を 得 て い る こ と が 明 ら か で あ る

こ と。  

３  開 発 行 為 又 は 開 発 行 為 に 係 る 事 業 の 実 施 に つ い て 他 の 行 政

庁 の免 許、許可、 認可 その 他の処 分 を 必要 とす る場合 には、当

該 処 分 が な さ れ て い る か の 確 認 又 は 当 該 申 請 に 係 る 申 請 の 状

況 の確 認がで きる こと。 また、行 政庁 の処 分以 外に、環 境影響

評 価法（平成 ９年 法律第 81号 ）又は 高知 県環境 影響 評価条 例（ 平

成 11年 高知県 条例 第５ 号）に 基づく 環境影 響評 価手続 の対 象と

な る場 合には 、そ の手 続の 状況の 確認 もで きる こと。  

４  申 請 者 に 開 発 行 為 を 行 う た め に 必 要 な 資 力 及 び 信 用 が あ る

こ と。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な る権 利を有 する 者の 相当 数の同 意を 申請 者が 得てい るこ と。  

 

(３ )  開 発 行 為 又 は 開 発 行 為 に 係 る 事 業 の 実 施 に つ い て 法 令 等

に よる 許認可 等を 必要 とす る場合 には、当 該 許 認可等 がな され

て い る こ と 又 は 当 該 許 認 可 等 が な さ れ る こ と が 確 実 で あ る こ

と 。  

 

 

 

(４ )  申 請 者 に 開 発 行 為 を 行 う た め に 必 要 な 信 用 及 び 資 力 が あ

る こと 。  

２  開 発行為 に係 る土 地の 面積が 、当該開 発行 為の目 的実 現の ため

必 要最 小限度 の面 積で ある こと（法 令等に よっ て面積 の基 準が 定

め られ ている とき には 、これを 参酌 して決 めら れたも ので ある こ

と ）。  

３  開 発行為 の計 画が 大規 模かつ 長期 にわ たる もので 、その一 部に

つ いて の許可 の申 請で ある 場合に は 、全体 計画 との関 連が 明ら か

で ある こと。  

４  開 発 行 為 に よ り 森 林 が 他 の 土 地 利 用 に 一 時 的 に 供 さ れ る 場 合

に は 、利用 後に 当該森 林の 原状回 復等 の事 後措 置が適 切に 行わ れ

る こと 。  

５  開 発 行 為 が 周 辺 の 地 域 の 森 林 施 業 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ す お そ
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第 ２  災害を 発生 させ るお それに 関す る事 項（森林 法第 10条の ２第

２ 項第 １号関 係）  

１  土 砂の移 動量  

開 発 行 為 が 原 則 と し て 現 地 形 に 沿 っ て 行 わ れ る こ と 及 び 開

発 行為 による 土砂 の移 動量 が必要 最小 限度 であ ること 。  

(１ ) スキー 場の 滑走 コー スの造 成は、そ の 利 用形態 から みて

土 砂 の 移 動 が 周 辺 に 及 ぼ す 影 響 が 比 較 的 大 き い と 認 め ら れ

る ため、その造 成に係 る切 土量は １ヘ クタ ール 当たり おお む

ね 1,000立 方メー トル以 下と するこ と 。なお、滑 走コー スは 傾

斜 地を 利用す るも ので ある ことか ら、切土 を行 う区域 はス キ

ー ヤ ー の 安 全 性 の 確 保 等 や む を 得 な い と 認 め ら れ る 場 合 に

限 るも のとし 、土 砂の 移動 量を極 力縮 減す るこ と。  

れ がな いよう に適 切な 配慮 がなさ れて いる こと 。  

６  開 発 行 為 に 係 る 事 業 の 目 的 に 即 し て 土 地 利 用 が 行 わ れ る こ と

に よ っ て 周 辺 の 地 域 に お け る 住 民 の 生 活 及 び 産 業 活 動 に 相 当 の

悪 影響 を及ぼ すこ との ない ように 適切 な配 慮が なされ るこ と。  

７  開 発行為 をし よう とす る森林 の区 域（ 開 発行為 に係 る土地 の区

域 及び 当該土 地に 介在 し 、又は 隣接 して残 置す ること とな る森 林

又 は緑 地で開 発行 為に 係る 事業に 密接 に関 連す る区域 をい う。以

下 同じ 。）内に 残置 し、又 は造成 した 森林又は 緑地 が善良 に維 持管

理 され ること 。  

 

第 ２章   土 工  

 

 

１  開 発 行 為 が 原 則 と し て 現 地 形 に 沿 っ て 行 わ れ る こ と 及 び 開 発

行 為に よる土 砂の 移動 量が 必要最 小限 度で ある こと。  

(１ )  利 用 形 態 か ら み て 土 砂 の 移 動 が 周 辺 に 及 ぼ す 影 響 が 比 較

的 大 き い と 認 め ら れ る ス キ ー 場 の 滑 走 コ ー ス に 係 る 切 土 量 は

１ ヘク タール 当た りお おむ ね 1,000立 方メー トル 以下と し、  
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(２ ) ゴルフ 場の 造成 に係 る切土 量 、盛土 量は それぞ れ 18ホー

ル 当た りおお むね 200万 立方 メート ル以 下と する こと。  

(３ )  太 陽 光 発 電 設 備 を 自 然 斜 面 に 設 置 す る 区 域 の 平 均 傾 斜

度 が 30度以上 であ る場 合に は、土砂 の流出 又は 崩壊そ の他 の

災 害防 止の観 点か ら、可能 な限 り森林 土壌 を残 した上 で、擁

壁 、排 水施設 等の 防災 施設 を確実 に設 置す るこ と。た だし、

太 陽光 発電設 備を 設置 する 自然斜 面の 森林 土壌 に、崩壊 の危

険 性 の 高 い 不 安 定 な 層 が あ る 場 合 は 、 そ の 層 を 排 除 し た 上

で 、擁 壁、排 水施 設等 の防 災施設 を確 実に 設置 するこ と。  

な お、 自然斜 面の 平均 傾斜 度が 30度未 満で ある 場合で も、

土 砂の 流出又 は崩 壊そ の他 の災害 防止 の観 点か ら、必要 に応

じ て、 排水施 設等 の適 切な 防災施 設を 設置 する こと。  

２  切 土、盛 土又 は捨 土  

切 土、盛土 又は捨 土を 行う 場合に は、その 工法 が法 (のり )面

の 安 定 を 確 保 す る も の で あ る こ と 及 び 捨 土 が 適 切 な 箇 所 で 行

わ れる こと並 びに 切土、盛土 又は捨 土を行 った 後に法 (の り )面

を 生ず るとき はそ の法 (の り )面の 勾配 が地 質、土質 、法 (の り )

面 の高 さから みて 崩壊 のお それの ない もの であ り、かつ 、必要

に 応 じ て 小 段 又 は 排 水 施 設 の 設 置 そ の 他 の 措 置 が 適 切 に 講 ぜ

ら れる こと。  

(１ ) 工法等 は、 次に よる もので ある こと 。  

ア  切 土は、原 則とし て階 段状に 行う 等法 (の り )面の 安定 が

ゴ ル フ 場 の 造 成 に 係 る 切 土 量 及 び 盛 土 量 は そ れ ぞ れ 18ホ ー ル

当 たり おおむ ね 200万立 方メ ートル 以下 とす るこ と。  

(２ )  太 陽 光 発 電 施 設 を 自 然 斜 面 に 設 置 す る 区 域 の 平 均 傾 斜 度

が 30度 以上で ある 場合 には、土砂の 流出又 は崩 壊その 他の 災害

防 止の 観点か ら、可能 な限 り森林 土壌 を残 した 上で 、擁壁 又は

排 水施 設等の 防災 施設 を確 実に設 置す るこ と。ただ し、太陽光

発 電施 設を設 置す る自 然斜 面の森 林土 壌に、崩壊 の危険 性の高

い 不安 定な層 があ る場 合は 、そ の層を 排除 した 上で 、防災 施設

を 確実 に設置 する こと 。  

な お 、自然 斜面 の平均 傾斜 度が 30度未 満で ある 場合で も 、土

砂 の流 出又は 崩壊 その 他の 災害 の 防止 の観 点か ら、必 要に応 じ

て 、適 切な防 災施 設を 設置 するこ と。  

 

２  切 土、盛土又 は捨 土を 行う場 合に は、その 工法 が法 (のり )面の

安 定 を 確 保 す る も の で あ る こ と 及 び 捨 土 が 適 切 な 箇 所 で 行 わ れ

る こと 並びに 切土 、盛 土又 は捨土 を行 った 後に 法 (のり )面 を生 ず

る とき はその 法 (のり )面の 勾配 が地質 、土質 、法 (のり )面の 高さ

か らみ て崩壊 のお それ のな いもの であ り、かつ 、必 要に 応じて 小

段 又は 排水施 設の 設置 その 他の措 置が 適切 に講 ぜられ るこ と。  

 

(１ ) 切土、 盛土 又は 捨土 は、次 によ るも ので あるこ と。  
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確 保さ れるも ので ある こと 。  

イ  盛 土は 、必要 に応 じて 水平層 にし て順 次盛 り上げ 、十 分

締 め固 めが行 われ るも ので あるこ と。  

ウ  土 石 の 落 下 に よ る 下 斜 面 等 の 荒 廃 を 防 止 す る 必 要 が あ

る 場合 には、 柵工 の実 施等 の措置 が講 ぜら れて いるこ と。  

エ  大 規模な 切土 又は 盛土 を行う 場合 には 、融 雪 、豪雨 等に

よ り災 害が生 ずる おそ れの ないよ うに 工事 時期、工法等 に

つ いて 適切に 配慮 され てい ること 。  

(２ ) 切土は 、次 によ るも のであ るこ と。  

 

 

ア  法 (の り )面の 勾配 は、地 質、土質、切 土高、 気象及 び近

傍 にあ る既往 の法 (のり )面 の状 態等を 勘案し て、現 地に適

合 した 安全な もの であ るこ と。  

イ  土 砂の切 土高 が 10メー トル を超え る場合 には、原則と し

て、高さ ５メー トルな いし 10メー トル ごと に幅 １メー トル

以 上の 小段を 設置 する ほか、必要に 応じ排 水施 設 を設 置す

る 等崩 壊防止 の措 置が 講ぜ られて いる こと 。  

ウ  切 土 を 行 っ た 後 の 地 盤 に 滑 り や す い 土 質 の 層 が あ る 場

合 には、その地 盤にす べり が生じ ない よう に杭 打ちそ の他

の 措置 が講ぜ られ てい るこ と。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア  切 土  

(ア ) 工法は、原則と して 階段状 に行 う等 法 (のり )面 の安 定

が 確保 される もの であ るこ と。  

(イ ) 法 (のり )面 の勾 配は、 地質、土 質、切 土高、 気象及 び

近 傍に ある既 往の 法 (の り )面の 状態等 を勘案 して、現地に

適 合し た安全 なも ので ある こと。  

(ウ ) 土砂の 切土 高が 10メ ートル を超 える 場合 には、原 則と

し て 高 さ ５ メ ー ト ル な い し 1 0メ ー ト ル ご と に 幅 １ メ ー ト

ル 以上 の小段 が設 置さ れる ほか、必 要に応 じて 排水施 設の

設 置等 、崩壊 防止 の措 置が 講ぜら れて いる こと 。  

(エ )  切 土 を 行 っ た 後 の 地 盤 に 滑 り や す い 土 質 の 層 が あ る

場 合に は、その 地盤に すべ りが生 じな いよ うに 杭打ち その

他 の措 置が講 ぜら れて いる こと。  
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(３ ) 盛土は 、次 によ るも のであ るこ と。  

 

 

 

ア  法 (の り )面の 勾配 は、盛 土材料、 盛土 高、地 形、気象 及

び 近傍 にある 既往 の法 (の り )面の 状態 等を 勘案 して、現 地

に 適 合 し た 安 全 な も の で あ る こ と 。 盛 土 高 が お お む ね 1.5

メ ート ルを超 える 場合 には 、勾配 が 35度以 下で あるこ と。  

イ  一 層の仕 上が り厚 は、 30セ ンチメ ート ル以 下とし 、そ の

層 ごと に締め 固め を行 うと ともに、必要に 応じ て雨水 その

他 の 地 表 水 又 は 地 下 水 を 排 除 す る た め の 排 水 施 設 の 設 置

等 の措 置が講 ぜら れて いる こと。  

ウ  盛 土高が ５メ ート ルを 超える 場合 には、原則 として ５メ

ー トル ごとに 幅１ メー トル 以上の 小段 を設 置す るほか、必

要 に 応 じ て 排 水 施 設 が 設 置 さ れ る 等 崩 壊 防 止 の 措 置 が 講

ぜ られ ている こと 。  

 

 

 

エ  盛 土がす べり、ゆ るみ、沈 下し 、 又は 崩壊 するお それ が

あ る場 合には 、盛 土を 行う 前の地 盤の 段切 り 、地盤 の土の

入 れ替 え、埋設工 の施 行 、地下 排水溝 等の 排水 施設の 設置

イ  盛 土  

(ア ) 工法は 、必 要に 応じ て水平 層に して 順次 盛り上 げ、一

層 の 締 固 め 後 の 仕 上 が り 厚 さ は 3 0セ ン チ メ ー ト ル 以 下 を

標 準と し、そ の層 ごと に十 分締め 固め が行 われ ること 。  

(イ ) 法 (のり )面 の勾 配は、 盛土材 料、盛 土高、 地形、気 象

及 び近 傍にあ る既 往の 法 (のり )面 の状 態等 を勘 案して、現

地 に適 合した 安全 なも ので あるこ と。盛土 高が おおむ ね 1.

5メー トル を超え る場合 には、勾配が 35度以 下で あるこ と。 

 

 

    

 

(ウ ) 盛土高 が５ メー トル を超え る場 合に は、原 則とし て５

メ ー ト ル ご と に 幅 １ メ ー ト ル 以 上 の 小 段 が 設 置 さ れ る ほ

か、必要 に応じ て排水 施設 が設置 され る等 崩壊 防止の 措置

が 講ぜ られて いる こと 。  

な お、沢部 を埋め た盛 土で は、流水及 び湧 水の 有無に か

か わら ず、水 平排 水層 、地 下排水 溝及 び基 盤排 水層等 の地

下 排水 工を設 置す るこ と。  

(エ ) 盛土が すべ り、ゆる み 、沈下 し又は 崩壊 するお それ が

あ る場 合には 、盛 土を 行う 前の地 盤の 段切 り 、地盤 の土の

入 替え 、埋 設工の 施 工 、排水施 設の設 置等 の措 置が講 ぜら
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等 の措 置が講 ぜら れて いる こと。  

オ  法 (の り )高が 特に 大き い場合、盛土が 崩壊 すると 隣接 物

に 重 大 な 影 響 を 与 え る お そ れ が あ る 場 合 等 に は 盛 土 法 (の

り )面 の 安 定 性 の 検 討 を 十 分 に 行 っ た 上 で 勾 配 が 決 定 さ れ

て いる こと 。この 場合 にお いて 、円弧 すべ り面 を仮定 した

安 定 解 析 法 に よ っ て 算 定 し た 安 全 率 の 値 が 1.2（ 地 震 時 は

1.0） 以上 である こと。  

カ  盛 土完成 後の 圧縮 性及 び膨張 性 が 大き い高 有機質 土、ベ

ン トナ イト等 を盛 土材 料と して使 用す る場 合は、土質改 良

等 の対 策が検 討さ れて いる こと。  

キ  盛 土 の 腹 付 け 施 工 等 の 表 層 崩 壊 の お そ れ の あ る 箇 所 に

は、 排水 層等に よる排 水を 行い、の り尻に 空積 みをし、 又

は のり 尻部を 砂礫
れき

、砕石 、ふとん かご等 によ り置 き換え て

補 強及 び排水 を併 用し た対 策が講 ぜら れて いる こと。  

(４ ) 捨土は 、次 によ るも のであ るこ と。  

ア  捨 土は 、土捨 場を 設置 し、土砂の 流出 防止 措置を 講じ て

行 われ るもの であ るこ と。こ の場合 におけ る土 捨場の 位置

は、 急傾 斜地、湧 水の 生じ ている 箇所 等を 避け、 人家又 は

公 共 施 設 と の 位 置 関 係 を 考 慮 の 上 設 定 さ れ て い る も の で

あ るこ と。  

イ  法 (の り )面の 勾配 の設 定、 締 固め の方 法、 小段の 設置、

排 水施 設の設 置等 は、盛 土に準 じて行 われ 、土砂の 流出の

れ てい ること 。  

(オ ) 法 (のり )高 が特 に大 きい場 合、盛土 が崩 壊する と隣 接

物 に 重 大 な 影 響 を 与 え る お そ れ が あ る 場 合 等 に は 盛 土 法

(の り )面 の 安 定 性 の 検 討 を 十 分 に 行 っ た 上 で 勾 配 が 決 定

さ れて いるこ と。この 場合 におい て、円弧 すべ り 面を 仮定

し た 安 定 解 析 法 に よ っ て 算 定 し た 安 全 率 の 値 が 1.2（ 地 震

時 は 1.0） 以上で あるこ と。  

(カ ) 盛土完 成後 の圧 縮性 及び膨 張性 が大 きい 高有機 質土、

ベ ント ナイト 等を 盛土 材料 として 使用 する 場合 は、土質 改

良 等の 対策が 検討 され てい ること 。  

(キ )  盛 土 の 腹 付 け 施 工 等 の 表 層 崩 壊 の お そ れ の あ る 箇 所

に は、 排水層 等に よる 排水 を行い 、の り尻 に空 積みを し、

又 はの り尻部 を砂 礫、砕 石、ふとん かご等 によ り置き 換え

て 補強 及び排 水を 併用 した 対策が 講ぜ られ てい ること 。  

ウ  捨 土  

(ア ) 捨土は、土捨場 を設 置し、土 捨の流 出防 止措置 を講 じ

て 行わ れるも ので ある こと 。こ の場合 にお ける 土捨場 の位

置 は、急傾斜 地、湧水 の生 じてい る箇 所等 を避 け、人 家又

は 公 共 施 設 と の 位 置 関 係 を 考 慮 の 上 設 定 さ れ て い る も の

で ある こと。  

(イ ) 法 (のり )面 の勾 配の 設定、小 段の設 置、排 水施設 の設

置 等は 、盛 土に準 じて 行わ れ土砂 の流 出の おそ れがな い も
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お それ がない こと 。  

 

 

 

 

 

 

 

３  法 (の り )面崩 壊防 止の 措置  

切 土、盛 土又は 捨土を 行っ た後の 法 (のり )面の 勾配 が２に よ

る こ と が 困 難 で あ る 場 合 若 し く は 適 当 で な い 場 合 又 は 周 辺 の

土 地利 用の実 態か らみ て必 要があ る場 合に は、擁 壁の設 置その

他 の法 (の り )面崩 壊防 止の 措置が 適切 に講 ぜら れるこ と。  

(１ ) 「周 辺の 土地利用 の実 態から みて 必要 があ る場合 」とは 、

人 家、学 校、道路 等に 近接 し、かつ、 次の ア又 はイに 該当 す

る 場合 をいう 。た だし 、土 質試 験等に 基づ き地 盤の安 定計 算

を した 結果、法 (の り )面の 安定 を保つ ために 擁壁 等の設 置が

必 要で ないと 認め られ る場 合には 、こ れに 該当 しない 。  

ア  切 土によ り生 ずる 法 (のり )面 の勾 配が 30度 より急 で、か

つ、 高さ が２メ ートル を超 える場 合。ただ し、硬 岩盤で あ

る 場 合 又 は 次 の (ア )若 し く は (イ )の い ず れ か に 該 当 す る

場 合は この限 りで はな い。  

の であ ること 。  

エ  そ の他  

(ア )  土 石 の 落 下 に よ る 下 斜 面 等 の 荒 廃 を 防 止 す る 必 要 が

あ る 場 合 に は 、 柵 工 の 実 施 等 の 措 置 が 講 ぜ ら れ て い る こ

と 。  

(イ ) 大規模 な切 土又 は盛 土を行 う場 合に は、融 雪 、豪 雨等

に より 災害が 生ず るお それ のない よう に工 事時 期、工法 等

に つい て適切 に配 慮さ れて いるこ と。  

 

３  切 土、盛土 又は捨 土を 行った 後の 法 (の り )面の 勾配が ２によ る

こ と が 困 難 で あ る 若 し く は 適 当 で な い 場 合 又 は 周 辺 の 土 地 利 用

の 実 態 か ら み て 必 要 が あ る 場 合 に は 、 擁 壁 の 設 置 そ の 他 の 法 (の

り )面 崩壊 防止の 措置が 適切 に講ぜ られ るこ と。  

(１ ) 「周辺 の土 地利 用の 実態か らみ て必 要が ある場 合」 とは 、

人 家、学 校、道路 等に 近接 し、かつ、 ア又 はイ に該当 する 場合

を いう 。た だし 、土質 試験 等に基 づき 地盤 の安 定計算 をし た結

果、法 (のり )面 の安定 を保 つため に擁 壁等 の設 置が必 要で ない

と 認め られる 場合 には 、こ れに該 当し ない 。  

ア  切 土 に よ り 生 ず る 法 (の り )面 の 勾 配 が 3 0度 よ り 急 で 、 か

つ、 高さが ２メ ートル を超 える場 合。ただ し、硬岩 盤で ある

場 合又 は (ア )又は (イ )のい ずれ かに該 当する 場合 は 、この 限

り でな い。  
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(ア ) 土質が 表１ の左 欄に 掲げる もの に該 当し 、かつ 、土

質 に 応 じ た 法 (の り )面 の 勾 配 が 同 表 中 欄 の 角 度 以 下 の

も の。  

(イ ) 土質が 表１ の左 欄に 掲げる もの に該 当し 、かつ 、土

質 に応 じた法 (の り )面 の勾 配が同 表中 欄の 角度 を超え 、

同 表右 欄の角 度以 下の もの で、その高 さが ５メ ートル 以

下 のも の。この場 合に おい て、 (ア )に 該当 する 法 (のり )

面 の 部 分 に よ り 上 下 に 分 離 さ れ た 法 (の り )面 が あ る と

き は、 (ア )に該当 する 法 (のり )面 の部 分は 存在 せず 、そ

の 上下 の法 (のり )面は 連続 してい るも のと みな す。  

表 １  

 

土   質  

擁 壁等 を要し

な い勾 配の上

限  

擁 壁等 を要す

る 勾配 の下限  

軟 岩 （ 風 化 の 著 し い も の を

除 く。）  
60 度  80 度  

風 化の 著しい 岩  40 度  50 度  

砂 利、真 砂土、関 東ロ ーム 、

硬 質 粘 土 、 そ の 他 こ れ に 類

す るも の  

35 度  45 度  

(ア ) 土質が 表１ の左 欄に 掲げる もの に該 当し 、か つ、土質

に 応じ た法 (のり )面の 勾配 が同表 中欄 の角 度以 下のも の。  

 

(イ ) 土質が 表１ の左 欄に 掲げる もの に該 当し 、か つ、土質

に 応じ た法 (のり )面の 勾配 が同表 中欄 の角 度を 超え、同 表

右 欄の 角度以 下の もの で、そ の高さ が５メ ート ル以下 のも

の 。この場 合にお いて 、 (ア )に 該当す る法 (の り )面の 部分

に より 上下に 分離 され た法 (の り )面が ある とき は、 (ア )に

該 当 す る 法 (の り )面 の 部 分 は 存 在 せ ず 、 そ の 上 下 の 法 (の

り )面 は連 続して いるも のと みなす 。  

表 １  

 

土   質  

擁 壁 等 を 要 し

な い 勾 配 の 上

限  

擁 壁 等 を 要 す

る 勾配 の下限  

軟 岩 （ 風 化 の 著 し い も の を

除 く。）  
60 度  80 度  

風 化の 著しい 岩  40 度  50 度  

砂 利、真 砂土、関 東ロ ーム 、

硬 質 粘 土 、 そ の 他 こ れ に 類

す るも の  

35 度  45 度  



林地開発の許可基準 新旧対照表 

新 旧 
 

10 / 58 

イ  盛 土によ り生 ずる 法 (のり )面 の勾 配が 30度 より急 で、か

つ 、高 さが１ メー トル を超 える場 合  

(２ ) 擁壁の 構造 は、 次に よるも ので ある こと 。  

ア  土 圧、水圧 及び自重（ 以下「土 圧等 」とい う。）によっ て

擁 壁が 破壊さ れな いこ と。  

イ  土 圧等に よっ て擁 壁が 転倒し ない こと。この 場合に おい

て 、安 全率は 1.5以上で ある こと。  

ウ  土 圧等に よっ て擁 壁が 滑動し ない こと。この 場合に おい

て 、安 全率は 1.5以上で ある こと。  

エ  土 圧等に よっ て擁 壁が 沈下し ない こと 。  

オ  擁 壁には 、そ の裏 面の 排水を 良く する ため 、適 正な水 抜

穴 が設 けられ てい るこ と。  

４  法 (の り )面保 護の 措置  

切 土、盛土 又は捨 土を 行っ た後の 法 (のり )面が 雨水 、渓 流等

に より 浸食さ れる おそ れが ある場 合に は、法 (の り )面保 護の措

置 が講 ぜられ るこ と が 明ら かであ るこ と 。  

 

(１ ) 植生に よる 保護（ 実播 工、伏 工、筋 工、植 栽工等 ）を原

則 とし、植生に よる保 護が 適さな い場 合又 は植 生によ る保 護

だ けで は法 (のり )面の 侵食 を防止 でき ない 場合 には、人 工材

料 によ る適切 な保 護（吹 付工 、張 工 、法枠 工、柵 工、網工 等）

が 行わ れるも ので ある こと。工 種は、 土質、 気象条 件等 を考

イ  盛 土 に よ り 生 ず る 法 (の り )面 の 勾 配 が 3 0度 よ り 急 で 、 か

つ 、高 さが１ メー トル を超 える場 合  

(２ ) 擁壁の 構造 は、 次に よるも ので ある こと 。  

ア  土 圧、水圧 及び自重（ 以下「土圧 等 」とい う。）によっ て擁

壁 が破 壊され ない こと 。  

イ  土 圧 等 に よ っ て 擁 壁 が 転 倒 し な い こ と 。 こ の 場 合 に お い

て 、安 全率は 1.5以上で ある こと。  

ウ  土 圧 等 に よ っ て 擁 壁 が 滑 動 し な い こ と 。 こ の 場 合 に お い

て 、安 全率は 1.5以上で ある こと。  

エ  土 圧等に よっ て擁 壁が 沈下し ない こと 。  

オ  擁 壁には 、そ の裏 面の 排水を 良く する ため 、適 正な水 抜穴

が 設け られて いる こと 。  

 

４  切 土、盛土又 は捨 土を 行った 後の 法 (の り )面が 雨水 、渓流等 に

よ り侵 食され るお それ があ る場合 には 、法 (の り )面保 護の 措置 が

講 ぜら れるこ と。  

(１ ) 法 (のり )面 保護 は、 次によ り行 われ るも のであ るこ と。  

ア  植 生によ る保 護（実 播工、 伏工、 筋工、 植栽 工等） を原則

と し、植 生によ る保護 が適 さない 場合 又は 植生 による 保護 だ

け では 法 (のり )面 の侵 食を 防止で きな い場 合に は、人工 材料

に よる 適切な 保護 （吹 付工 、張工 、法 枠工 、柵 工、網 工等）

が 行わ れるも ので ある こと。工 種は、 土質、 気象条 件等 を考
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慮 して 決定さ れ、 適期 に施 行され るも ので ある こと。  

(２ ) 表面水 、湧 水、溪流 等に より法 (のり )面 が侵 食され 又は

崩 壊す るおそ れが ある 場合 には、排 水施設 又は 擁壁の 設置 等

の 措置 が講ぜ られ るも ので あるこ と。この 場合 におけ る擁 壁

の 構造 は、３ の (２ )に よる もので ある こと 。  

 

５  土 砂流出 防止 の措 置  

開 発 行 為 に 伴 い 相 当 量 の 土 砂 が 流 出 す る 等 の 下 流 地 域 に 災

害 が発 生する おそ れが ある 区域が 事業 区域（ 開発 行為を しよう

と する 森林又 は緑 地そ の他 の区域 をい う。以 下同 じ。）に 含ま れ

る 場合 には、開 発行為 に先 行して 十分 な容 量及 び構造 を有 する

え ん堤 等の設 置、森林 の残 置等の 措置 が適 切に 講ぜら れる こと

が 明ら かであ るこ と 。  

 

(１ ) えん堤 等の 容量 は、次 のア及 びイに より 算定さ れた 開発

行 為 に 係 る 土 地 の 区 域 か ら の 流 出 土 砂 量 を 貯 砂 し 得 る も の

で ある こと。  

ア  開 発行為 の施 行期 間中 におけ る流 出土 砂量 は、開発 行為

に 係る 土地の 区域 １ヘ クタ ール当 たり １年 間に 、特に目 立

っ た 表 面 侵 食 の お そ れ が 見 ら れ な い 場 合 で は 2 0 0立 方 メ ー

ト ル、脆
ぜい

弱 な土壌 で全面 的に 侵食の おそ れが 高い 場合で は

600立 方メ ートル、それ 以外 の場合 では 400立 方メ ートル と

慮 して 決定さ れ、 適期 に施 行され るも ので ある こと。  

イ  表 面水、湧 水、渓 流等 により 法 (のり )面が 侵食 され、又 は

崩 壊す るおそ れが ある 場合 には、排 水施設 又は 擁壁の 設置 等

の 措置 が講ぜ られ るも ので あるこ と。この 場合 におけ る擁 壁

の 構造 は、３ の (２ )に よる もので ある こと 。  

 

第 ３章  土砂 貯留 施設 等  

１  開 発 行 為 に 伴 い 相 当 量 の 土 砂 が 流 出 し 下 流 地 域 に 災 害 が 発 生

す るお それが ある 場合 には 、開 発行 為に先 行し て十分 な容 量及 び

構 造を 有する えん 堤等 の設 置、森林 の残置 等の 措置が 適切 に講 ぜ

ら れる こと。  

 

 

(１ ) えん堤 等の 設置 は、 次によ るも ので ある こと。  

ア  え ん堤等 の容 量は、 (ア )及び (イ )によ り算 定され た開 発行

為 に 係 る 土 地 の 区 域 か ら の 流 出 土 砂 量 を 貯 砂 し 得 る も の で

あ るこ と。  

(ア ) 開発行 為の 施行 期間 中にお ける 流出 土砂 量は、開 発行

為 に 係 る 土 地 の 区 域 １ ヘ ク タ ー ル 当 た り １ 年 間 に お お む

ね 2 0 0立 方 メ ー ト ル な い し 4 0 0立 方 メ ー ト ル を 標 準 と す る

が、 地形、地 質、気象 等を 考慮の 上適 切に 定め られた もの

で ある こと。  
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す るな ど、地形、 地質、 気象 等を考 慮の上 適切 に定め られ

た もの である こと 。  

イ  開 発行為 の終 了後 にお いて 、地 形、地被 状態 等から みて 、

地 表 が 安 定 す る ま で の 期 間 に 相 当 量 の 土 砂 の 流 出 が 想 定

さ れる 場合に は、 別途 積算 するも ので ある こと 。  

 

 【参 考】   流 出土 砂量 （㎥ /ha/year）  

  注 ）工 事完 了後の 土砂 流出期 間は 、通 常３ 年間を 、大規模 な開

    発 行 為 及 び 公 共 施 設 等 の 近 傍 で 実 施 す る と き は ５ 年 間 を

    見込 む。  

(２ ) えん堤 等の 設置 箇所 は、極力 土砂の 流出 地点に 近接 した

位 置で あるこ と。  

(３ ) えん堤 等の 構造 は、「 治山技 術基 準」（ 昭和 46年３ 月 13日

付 け 46林 野 治 第 648号 林 野 庁 長 官 通 達 ） に よ る も の で あ る こ

と 。  

 

 

 工 事期 間中  工 事完 成後  

裸  地  200～ 600㎥  15㎥  

草 地、 皆伐跡 地  15㎥  15㎥  

森  林  １ ㎥  １ ㎥  

 

 

(イ ) 開発行 為の 終了 後に おいて 、地 形、地被 状態 等から み

て、地表 が安定 するま での 期間に 相当 量の 土砂 の流出 が想

定 され る場合 には 、別 途積 算する もの であ るこ と。  

 

 【参 考資料 】   流 出土 砂量（ ㎥ /ha/year）  

注 ）工 事完了 後の土 砂流 出期 間は、通常３ 年間 を、大規模 な開発

行 為 及 び 公 共 施 設 等 の 近 傍 で 実 施 す る と き は ５ 年 間 を 見 込

む 。  

イ  え ん堤等 の設 置箇 所は、極力土 砂の流 出地 点に近 接し た位

置 であ ること 。  

ウ  え ん堤等 の構 造は、「 治山 技術基 準」（昭 和 46年３月 13日

付 け 46林 野 治 第 648号 林 野 庁 長 官 通 達 ） に よ る も の で あ る こ

と 。  

 

 

 工 事期 間中  工 事完 成後  

裸  地  400㎥  15㎥  

草 地、 皆伐跡 地  15㎥  15㎥  

森  林  １ ㎥  １ ㎥  
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(４ ) 「災害 が発 生する おそ れがあ る区 域」に つい ては表 ２に 掲

げ る区 域を含 む土 地の 範囲 とし、その 考え方 につ いては 、災 害

の 特 性 を 踏 ま え 、 次 の ア 及 び イ を 目 安 に 現 地 の 荒 廃 状 況 に 応

じ て整 理する こと。な お、表２に 掲げる区 域以 外であ って も、

同 様 の お そ れ が あ る 区 域 に つ い て は 「 災 害 が 発 生 す る お そ れ

が ある 区域」 に含 める こと 。  

ア  山 腹 崩 壊 や 急 傾 斜 地 の 崩 壊 、 地 す べ り に 関 す る 区 域 に つ

い て は 、 土 砂 災 害 警 戒 区 域 等 に お け る 土 砂 災 害 防 止 対 策 の

推 進に 関する 法律（平成 12年 法律第 57号 。以下「土 砂災害 防

止 法」という 。）の土砂 災害 警戒区 域の 考え 方を 基本 と する

こ と。  

イ  土 石 流 に 関 す る 区 域 に つ い て は 、 土 石 流 の 発 生 の 危 険 性

が 認 め ら れ る 渓 流 を 含 む 流 域 全 体 を 基 本 と す る こ と 。 た だ

し 、土 石流が 発生 した場 合に おいて 、地 形の状 況に より明 ら

か に土 石流が 到達 しな いと 認めら れる 土地 の区 域を除 く。  

 

表 ２  

区 域の 名称  根 拠と する法 令等  

砂 防指 定地  砂 防法  
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(５ ) な だ れ 危 険 箇 所 点 検 調 査 要 領 に 基 づ く な だ れ 危 険 箇 所 に

係 る 森 林 を 事 業 区 域 に 含 む 場 合 に つ い て も 、 開 発 区 域 に 先 行

し て 周 囲 へ の な だ れ 防 止 措 置 に つ い て 検 討 し 、 必 要 な 措 置 を

講 じる こと。  

(６ ) 上記の 検討 結果 を整 理し、必 要な措 置の 内容に つい て 省

令 第４ 条第２ 号の 計画 書に 必要な 事項 を記 載す ること 。  

 

 

 

 

急 傾斜 地崩壊 危険 区域  
急 傾斜 地の崩 壊に よる 災害 の防止

に 関す る法律  

地 すべ り防止 区域  地 すべ り等防 止法  

土 砂災 害警戒 区域  土 砂災 害防止 法  

災 害危 険区域  建 築基 準法  

山 腹崩 壊危険 地区  

山 地災 害危険 地区 調査 要領  地 すべ り危険 地区  

崩 壊土 砂流出 危険 地区  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  飛 砂、落石 、な だれ 等の 災害が 発生 する おそ れがあ る場 合に は、

静 砂 垣 又 は な だ れ 防 止 柵 の 設 置 そ の 他 の 措 置 が 適 切 に 講 ぜ ら れ

る こと 。  
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６  排 水施設  

雨 水 等 を 適 切 に 排 水 し な け れ ば 災 害 が 発 生 す る お そ れ が あ

る 場合 には、十 分な能 力及 び構造 を有 する 排水 施設が 設け られ

る こと 。  

 

(１ ) 排水施 設の 断面 は、 次によ るも ので ある こと。  

ア  排 水施設 の断 面は 、計 画流量 の排 水が 可能 になる よう

に 余裕 をみて 定め られ てい ること 。 こ の場 合、 計画流 量

は 次の (ア )及 び (イ )に より 、流量 は原 則と して マニン グ

式 によ り求め られ てい るこ と。  

 

(ア ) 排水施 設の 計画 に用 いる雨 水流 出量 は、原則 として

次 式に より算 出さ れて いる こと 。ただ し、降雨 量と 流出

量 の関 係が別 途高 い精 度で 求めら れて いる 場合 には 、単

位 図法 等によ って 算出 する ことが でき る。  

Ｑ ＝１ ／ 360×Ｆ ×Ｒ×Ａ  

        Ｑ： 雨水 流出量 （㎥ /sec）  

        Ｆ： 流出 係数  

        Ｒ： 設計 雨量強 度（ ㎜ /hour）  

        Ａ： 集水 区域面 積（ ha）  

(イ )  前 式 の 適 用 に 当 た っ て は 、 次 に よ る も の で あ る こ

と 。  

第 ４章  排水 施設  

１  雨 水 等 を 適 切 に 排 水 し な け れ ば 災 害 が 発 生 す る お そ れ が あ る

場 合に は、十分 な能力 及び 構造を 有す る排 水施 設が設 けら れる こ

と 。  

(１ ) 排水施 設の 能力 及び 構造は 、次 によ るも のであ るこ と。  

ア  排 水施設 の断 面は 、次 による もの であ るこ と。  

(ア ) 排水施 設の 断面 は、土 砂等の 堆積に よる 通水断 面の 縮

小 を考 慮し、計 算で得 られ た断面 積に 対し て少 なくと も 20

パ ーセ ントの 余裕 が確 保さ れてい るこ と。 こ の場合 、計 画

流 量は 次のａ 及び ｂに より、流量は 原則と して マニン グ式

に より 求めら れて いる こと 。  

ａ  排 水施設 の計 画に 用い る雨水 流出 量は 、原 則と して次

式 によ り算出 され てい るこ と。ただし 、降 雨量 と流出 量

と の関 係が別 途高 い精 度で 求めら れて いる 場合 には 、単

位 図法 等によ って 算出 する ことが でき る。  

     Ｑ ＝１ ／ 360×Ｆ ×Ｒ×Ａ  

         Ｑ ：雨 水流出 量  （㎥ /sec）  

         Ｆ ：流 出係数  

         Ｒ ：設 計雨量 強度  （ ㎜ /hour）  

         Ａ ：集 水区域 面積  （ ha）  

ｂ  前 式の適 用に 当た って は、 (ａ )か ら (ｃ )ま でに よるも

の であ ること 。  
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ａ  流 出 係 数 は 、 表 ３ を 参 考 に し て 定 め ら れ て い る こ

と。 浸透 能は、地 形、地 質、土 壌等の 条件 によ って決

定 さ れ る も の で あ る が 、 表 ３ の 区 分 の 適 用 に つ い て

は 、お おむ ね、山岳地は 浸透 能小 、丘陵 地は浸 透能 中、

平 地は 浸透能 大と して 差し 支えな い。  

ｂ  設 計 雨 量 強 度 は 、 cに よ る 単 位 時 間 内 の 1 0年 確 率 で

想 定さ れる雨 量強 度と され ている こと 。た だし 、人 家

等 の 人 命 に 関 わ る 保 全 対 象 が 事 業 区 域 に 隣 接 し て い

る 場 合 な ど 排 水 施 設 の 周 囲 に い っ 水 し た 際 に 保 全 対

象 に 大 き な 被 害 を 及 ぼ す こ と が 見 込 ま れ る 場 合 に つ

い て は 、 2 0年 確 率 で 想 定 さ れ る 雨 量 強 度 を 用 い る ほ

か 、水 防法（昭 和 24年法 律第 193号）第 15条第 １項 第４

号 の ロ 又 は 土 砂 災 害 防 止 法 第 ８ 条 第 １ 項 第 ４ 号 で い

う 要 配 慮 者 利 用 施 設 等 の 災 害 発 生 時 の 避 難 に 特 別 の

配 慮 が 必 要 と な る よ う な 重 要 な 保 全 対 象 が あ る 場 合

は 、 30年確率 で想 定さ れる 雨量強 度を 用い るこ と。  

ｃ  単 位時間 は、到達 時間 を勘案 して 定め た表 ４を参 考

と して 用いら れて いる こと 。  

 

 

 

 

(ａ ) 流出係 数は、表２ を参 考にし て定 めら れて いるこ

と 。  

 

 

 

(ｂ ) 設計雨 量強 度は、(ｃ )による 単位 時間 内の 10年確

率 で想 定され る雨 量強 度と されて いる こと 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｃ ) 単位時 間は、到達 時間 を勘案 して 定め た表 ３を参

考 とし て用い られ てい るこ と。  

ｃ  浸 透能は 、地形、地 質、土壌 等の条件 によ って決 定さ

れ るも のであ るが 、表 ２の 区分の 適用 につ いて は、おお

む ね 、山岳 地は 浸透能 小 、丘陵 地は 浸透能 中 、平地 は浸

透 能大 として 差し 支え ない 。  
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ｄ  開 発行為 の目 的別 の標 準的な 流出 係数 は、宅地 0.9、

採 石地 0.9、ゴルフ 場 0.8、農 用地 0.7、森林 0.6とし て

差 し支 えない 。  

 

 

 

 

 

表 ３  

 

 

 

 

地 表状 態＼区 分  浸 透能 小  浸 透能 中  浸 透能 大  

林  地  0.6～ 0.7 0.5～ 0.6 0.3～ 0.5 

草  地  0.7～ 0.8 0.6～ 0.7 0.4～ 0.6 

耕  地  －  0.7～ 0.8 0.5～ 0.7 

裸  地  1.0 0.9～ 1.0 0.8～ 0.9 

太 陽光 パネル 等

不 透過 性の材 料

で 覆わ れる土 地  

1.0 0.9～ 1.0 0.9 

ｄ  開 発行為 の目 的別 の標 準的な 流出 係数 は、宅地 0.9、採

石 地 0.9、ゴル フ場 0.8、農用 地 0.7、森林 0.6とし て差し

支 えな い。  

ｅ  地 表 が 太 陽 光 パ ネ ル 等 の 不 浸 透 性 の 材 料 で 覆 わ れ る

箇 所に ついて は、表２ によ らず 、排水 施設 の計 画に用 い

る 雨 水 流 出 量 の 算 出 に 用 い る 流 出 係 数 を 0 . 9か ら 1 . 0ま

で とし て計算 され たも ので あるこ と。  

 

表 ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

地 表状 態  浸 透能 小  浸 透能 中  浸 透能 大  

林  地  

草  地  

耕  地  

裸  地  

0.6～ 0.7 

0.7～ 0.8 

－  

1.0 

0.5～ 0.6 

0.6～ 0.7 

0.7～ 0.8 

0.9～ 1.0 

0.3～ 0.5 

0.4～ 0.6 

0.5～ 0.7 

0.8～ 0.9 
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表 ４  

   

 

 

 

 

イ  雨 水 の ほ か 土 砂 等 の 流 入 が 見 込 ま れ る 場 合 又 は 排 水 施

設 の 設 置 箇 所 か ら み て い っ 水 に よ る 影 響 の 大 き い 場 合 に

あ って は、排水施 設の 断面 は、必要に 応じ てア に定め るも

の より 一定程 度大 きく 定め られて いる こと 。  

ウ  洪 水調節 池の 下流 に位 置する 排水 施設 につ いては、洪水

調 節 池 か ら の 許 容 放 流 量 を 安 全 に 流 下 さ せ る こ と が で き

る 断面 とする こと 。  

(２ ) 排水施 設の 構造 等は 、次に よる もの であ ること 。  

ア  排 水施設 は、立地 条件 等を勘 案し て、その 目的 及び必 要

性 に応 じた堅 固で 耐久 力を 有する 構造 であ り、漏 水が最 小

限 度と なるよ う措 置さ れて いるこ と。  

イ  排 水施設 のう ち暗渠
きょ

で あ る構造 の部 分に は、維 持管理 上

必 要 な 枡
ます

又 は マ ン ホ ー ル の 設 置 等 の 措 置 が 講 ぜ ら れ て い

る こと 。  

ウ  放 流によ って 地盤 が洗 掘され るお それ があ る場合 には、

水 叩き の設置 その 他の 措置 が適切 に講 ぜら れて いるこ と。  

流 域面 積  単 位時 間  

50ヘク タール 以下  10分  

100ヘ クタ ール以 下  20分  

500ヘ クタ ール以 下  30分  

表 ３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

イ  排 水施設 の構 造等 は、 次によ るも ので ある こと。  

(ア ) 排水施 設は 、立 地条 件等を 勘案 して 、そ の目 的及び 必

要 性に 応じた 堅固 で耐 久力 を有す る構 造で あり、漏水が 最

小 限度 となる よう 措置 され ている こと 。  

(イ ) 排水施 設の うち 暗 渠
きょ

で ある構 造の 部分 には、維持管 理

上 必 要 な 枡 又 は マ ン ホ ー ル の 設 置 等 の 措 置 が 講 ぜ ら れ て

い るこ と。  

(ウ )  放 流 に よ っ て 地 盤 が 洗 掘 さ れ る お そ れ が あ る 場 合 に

は、水叩 きの設 置その 他の 措置が 適切 に講 ぜら れてい るこ

流 域面 積  単 位時 間  

50ヘク タール 以下  

100ヘ クタ ール以 下  

500ヘ クタ ール以 下  

10 分  

20 分  

30 分  
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エ  排 水施設 は、排水 量が 少なく 土砂 の流 出又 は崩壊 を発 生

さ せる おそれ がな い場 合を 除き、排 水を河 川等 まで導 くよ

う に計 画され てい るこ と。  

た だし 、河 川等に 排水 を導 く場合 には 、増 加し た流水 が

河 川等 の管理 に及 ぼす 影響 を考慮 する ため 、当 該河 川等の

管 理者 の同意 を得 てい るも のであ るこ と。特に 、用 水路等

を 経由 して河 川等 に排 水を 導く場 合に は、当該 施設 の管理

者 の同 意に加 え、当該 施設 が接続 する 下流 の河 川等に おい

て 安 全 に 流 下 で き る よ う 併 せ て 当 該 河 川 等 の 管 理 者 の 同

意 を得 ている もの であ るこ と。  

オ  太 陽 光 発 電 設 備 の 設 置 な ど 切 盛 を ほ と ん ど 行 わ ず 自 然

斜 面 を 利 用 し た 開 発 行 為 に お け る 排 水 施 設 の 構 造 等 に つ

い ては 、アか らエ まで によ るほか 、次 によ るも のとす る。  

 

(ア )  表 面 流 を 安 全 に 下 流 へ 流 下 さ せ る た め の 排 水 施 設

の 設置 等の対 策が 適切 に講 ぜられ てい るこ と。  

(イ ) 表面侵 食に 対し ては 、地 表を流 下す る表 面流を 分散

さ せる ために 必要 な柵 工、筋工 等の措 置が 適切 に講ぜ ら

れ て い る こ と 及 び 地 表 を 保 護 す る た め に 必 要 な 伏 工 等

に よ る 植 生 の 導 入 や 物 理 的 な 被 覆 の 措 置 が 適 切 に 講 ぜ

ら れて いるこ と。  

と 。  

(エ ) 排水施 設は、排 水量 が少な く土 砂の 流出 又は崩 壊を 発

生 させ るおそ れが ない 場合 を除き、排水を 河川 等 又は 他の

排 水施 設等ま で導 くよ うに 計画さ れて いる こと 。  

 

 

 

 

 

 

 

(オ )  太 陽 光 発 電 施 設 の 設 置 な ど 切 盛 を ほ と ん ど 行 わ ず 自

然 斜 面 を 利 用 し た 開 発 行 為 に お け る 排 水 施 設 の 構 造 等 に

つ いて は、 (ア )か ら (エ )ま でに よるほ か 、次 によ るもの と

す る。  

ａ  表 面 流 を 安 全 に 下 流 へ 流 下 さ せ る た め の 排 水 施 設 の

設 置等 の対策 が適 切に 講ぜ られて いる こと 。  

ｂ  表 面侵食 に対 して は、地表 を流下 する 表面 流を分 散さ

せ るた めに必 要な 柵工 、筋 工等 の措置 が適 切に 講ぜら れ

て い る こ と 及 び 地 表 を 保 護 す る た め に 必 要 な 伏 工 等 に

よ る 植 生 の 導 入 や 物 理 的 な 被 覆 の 措 置 が 適 切 に 講 ぜ ら

れ てい ること 。  
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７  洪 水調節 池等 の設 置等  

下 流 の 流 下 能 力 を 超 え る 水 量 が 排 水 さ れ る こ と に よ り 災 害

が 発生 するお それ があ る場 合には、洪水調 節池 等の設 置そ の他

の 措置 が適切 に講 ぜら れる こと が 明ら かで ある こと 。  

 

 

洪 水調 整池等 は、 次に よる もので ある こと 。  

 

 

(１ ) 洪水調 節容 量は 、下 流に おける 流下 能力 を考慮 の上 、 30

年 確 率 で 想 定 さ れ る 雨 量 強 度 に お け る 開 発 中 及 び 開 発 後 の

ピ ー ク 流 量 を 開 発 前 の ピ ー ク 流 量 以 下 に ま で 調 節 で き る も

の であ ること 。  

た だし、排水を 導く河 川等 の管理 者と の協 議に おいて 必要

と 認め られる 場合 には、 50年 確率で 想定さ れる 雨量強 度に お

け る 開 発 中 及 び 開 発 後 の ピ ー ク 流 量 を 開 発 前 の ピ ー ク 流 量

以 下に まで調 節で きる もの とする 。  

 

 

２  河 川等又 は他 の排 水施 設等に 排水 を導 く場 合 には 、当該河 川等

又 は他 の排水 施設 等の 管理 者の同 意を 得て いる もので ある こと 。  

 

第 ５章   洪 水調 節池 等  

１  下 流 の 流 下 能 力 を 超 え る 水 量 が 排 水 さ れ る こ と に よ り 災 害 が

発 生 す る お そ れ が あ る 場 合 又 は 開 発 行 為 を す る 森 林 の 現 に 有 す

る 水害 の防止 の機 能に 依存 する地 域に おい て 、当該 開発 行為に よ

り 水害 が発生 する おそ れが ある場 合 に は、洪 水調節 池の 設置そ の

他 の措 置が適 切に 講ぜ られ ること 。  

な お、 洪水調 節池 等は 、次 による もの であ るこ と。  

(１ )  当 該 開 発 行 為 に 伴 い ピ ー ク 流 量 を 安 全 に 流 下 さ せ る こ と

が でき ない地 点の 選定  

ア  当 該開発 行為 をす る森 林の下 流に おい て、 30年確率 降雨に

よ り 想 定 さ れ る 開 発 中 及 び 開 発 後 の ピ ー ク 流 量 を 流 下 さ せ

る こと ができ ない 地点 を選 定する 。な お、開発 行為 の施工 前

に お い て 既 に ３ 年 確 率 で 想 定 さ れ る 雨 量 強 度 に お け る ピ ー

ク 流 量 が 下 流 に お け る 流 下 能 力 を 超 え る 地 点 が 生 じ る 場 合

は 、こ の地点 も選 定す る。  

イ  上 記アで 選定 した 地点 のうち、開発中 及び 開発後 の 30年確

率 降 雨 に よ り 想 定 さ れ る 無 調 節 の ピ ー ク 流 量 が 開 発 前 の ピ

ー ク 流 量 に 対 し て １ パ ー セ ン ト 以 上 増 加 す る 地 点 を 選 定 す

る 。  
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た だし 、ピ ーク 流量の 増加 率が１ パー セン ト未 満であ っ て

も 、当該河 川等 の管理 者が 安全に 流下 させ るこ とがで きな い

と 判断 した場 合は 、そ の地 点も選 定す る。  

(２ ) 当該開 発行 為に よる 影響を 最も 強く 受け る地点 の選 定  

(１ )の イで選 定し た各 地点 におい て、それ ぞれ 開発前 の 30年

確 率 降 雨 に よ り 想 定 さ れ る ピ ー ク 流 量 を 超 え な い 洪 水 調 節 池

等 から の放流 量を 算定 し、最 小とな る地点 を当 該開発 行為 によ

る 影響 を最も 強く 受け る地 点とす る。  

ア  当 該河川 等の 管理 者が 必要で ある と判 断し た場合 には、そ

の 地 点 も 当 該 開 発 行 為 に よ る 影 響 を 最 も 強 く 受 け る 地 点 と

し て選 定する こと 。  

イ  洪 水調節 池等 から の放 流量の 算定 に当 たっ ては、当 該地域

に おけ る適合 度の 高い 算式 を用い るこ と。  

ウ  地 点の選 定に 当た って は、当該 地点等 の河 川等の 管理 者の

同 意を 得るこ と。  

(３ )  当 該 開 発 行 為 に よ る 影 響 を 最 も 強 く 受 け る 地 点 に お け る

許 容放 流量の 決定  

(２ )で 選定し た地 点に おけ る開発 前の 30年 及び ｎ年（選 定し

た 地点 の流下 能力 に対 応す る確率 年降 雨強 度）確 率降雨 で想定

さ れる ピーク 流量 をも とに、洪水調 節池等 から の放流 量を それ

ぞ れ算 定し、こ れらを 30年 及びｎ 年確 率降 雨に 対する 洪水 調節

池 等か らの許 容放 流量 とす る。ただし 、放 流先 の河川 管理 者と
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ま た、開 発行為 の施行 期間 中にお ける 洪水 調節 池の堆 砂量

を 見込 む場合 にあ って、開発 行為に 係る土 地の 区域１ ヘク タ

ー ル当 たり１ 年間 に、特 に目 立った 表面侵 食の おそれ が見 ら

れ な い と き に は 200立 方 メ ー ト ル 、 脆
ぜい

弱 な 土 壌 で 全 面 的 に 侵

食 の お そ れ が 高 い と き に は 600立 方 メ ー ト ル 、 そ れ 以 外 の と

き には 400立方メ ートル とす るなど 、流 域の地 形、地質 、土 地

利 用の 状況 、気象 等に 応じ て必要 な堆 砂量 とす ること 。 既 に

３ 年 確 率 で 想 定 さ れ る 雨 量 強 度 に お け る ピ ー ク 流 量 が 下 流

に お け る 流 下 能 力 を 超 え る か 否 か を 調 査 の 上 、 必 要 が あ れ

ば 、 こ の 流 下 能 力 を 超 え る 流 量 も 調 節 で き る 容 量 と す る こ

と 。  

 

(２ ) 余 水 吐 の 能 力 は 、 コ ン ク リ ー ト ダ ム に あ っ て は 200年 確

協 議し て放流 量を 決定 した 場合に は、その 値に 基づい て洪 水調

節 容量 を算定 する こと がで きるも のと する 。  

(４ ) 洪水調 節池 等の 容量 の決定  

洪 水 調 節 池 等の 集 水区 域 に お け る 30年 及び ｎ 年 の そ れぞ れの

確 率 降 雨 に より 想 定さ れ る 開 発 中及 び 開発 後 の ピ ー ク流 量 を、

(３ )の ア で 決定 し た 30年 及 び ｎ 年の 洪 水 調節 池 等 か らの 許 容放

流 量に 調節す るこ とが でき る容量 に決 定す る。  

ア  洪 水調節 池等 の容 量の 計算は 、簡 便法 、厳 密計 算法そ の他

の 適切 な方法 によ り行 われ ている こと 。  

イ  洪 水調整 池等 の容 量に は流域 の地 形、地質 、土地利 用 の状

況 等に 応じて 必要 な堆 砂量 が見込 まれ てい るこ と。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (５ ) その 他  

ア  余 水 吐 の 能 力 は 、 コ ン ク リ ー ト ダ ム に あ っ て は 100年 確 率
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率 で 想 定 さ れ る 雨 量 強 度 に お け る ピ ー ク 流 量 の 1.2倍 以 上 、

フ ィ ル ダ ム に あ っ て は コ ン ク リ ー ト ダ ム の 余 水 吐 の 能 力 の

1.2倍 以上 のもの である こと 。  

た だし 、 200年確 率で想 定さ れる雨 量強 度を 用い ること が

計 算技 法上不 適当 であ り、 100年確率 で想定 され る雨量 強度

を 用い ても災 害が 発生 する おそれ がな いと 認め られる 場合

に は、 100年確率 で想定 され る雨量 強度 を用 いる ことが でき

る 。  

(３ ) 洪水調 節の 方式 は、 原則と して 自然 放流 （孔あ きダ ム）

方 式で あるこ と。  

(４ ) 事業区 域内 に流 入す る雨水 等は、地 形上 やむを 得ず 流入

し ない 場合を 除き、洪 水調 節池等 に流 入さ せる ものと する こ

と。 また、洪 水調 節池 等を 設置す る位 置は、 事業区 域の 最下

流 部と し、設計降 雨量 以上 の降雨 があ った 場合 でも 、設計 排

水 方向 への自 然流 下に より、洪水調 節池等 へ確 実に集 水す る

こ とが できる 措置 が講 ぜら れてい るこ と。  

 

【 河川 等の管 理者 】  

河 川等 の管理 者に は、法 河川（１ 級河 川、２ 級河川 及び 河川

法 準用 河川 ）の管 理者 の他 、河 川法の 適用 とな らない 用水 路

等 の管 理者も 含む もの とす る。  

 

で 想 定 さ れ る 雨 量 強 度 に お け る ピ ー ク 流 量 の 1.2倍 以 上 、 フ

ィ ル ダ ム に あ っ て は コ ン ク リ ー ト ダ ム の 余 水 吐 の 能 力 の 1 . 2

倍 以上 のもの であ るこ と。  

 

 

 

 

 

イ  洪 水調節 の方 式は、 原則と して 自然放 流（孔あ きダ ム）方

式 であ ること 。  

ウ  事 業区域 内に 流入 する 雨水等 は、地形 上や むを得 ず流 入し

な い 場 合 を 除 き 、 洪 水 調 節 池 等 に 流 入 さ せ る も の と す る こ

と。 また、洪 水調 節池 等を 設置す る位 置は、 事業区 域の 最下

流 部と し、設計降 雨量 以上 の降雨 があ った 場合 でも 、設計 排

水 方向 への自 然流 下に より、洪水調 節池等 へ確 実に集 水す る

こ とが できる 措置 が講 ぜら れてい るこ と。  

 

【 河川 等の管 理者 】  

河 川等 の管理 者に は、法 河川（１ 級河 川、２ 級河川 及び 河川

法 準用 河川 ）の管 理者 の他 、河 川法の 適用 とな らない 用水 路

等 の管 理者も 含む もの とす る。  
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(５ ) 用水路 等を 経由 して 河川等 に排 水を 導く 場合で あっ て、

洪 水 調 節 池 を 設 置 す る よ り も 用 水 路 等 の 断 面 を 拡 大 す る こ

と が効 率的な とき には、当該 用水路 等の管 理者 の同意 を得 た

上 で、開 発者の 負担で 用水 路等の 断面 を大 きく するこ とを も

っ て洪 水調節 池の 設置 に代 えるこ とが でき る。  

(６ )  第 ３ の 規 定 に 基 づ く 洪 水 調 節 池 等 の 設 置 を 併 せ て 行 う

必 要が ある場 合、同時に 森林 法（ 昭和 26年法律 第 249号 。以 下

「 法 」とい う 。）第 10条 の２ 第２項 第１ 号及 び第 １号の ２の そ

れ ぞれ の基準 を満 たす よう 設置す るこ と。  

８  静 砂垣等 の設 置等  

飛 砂、落石 、な だれ等 の 災 害が発 生す るお それ がある 場合 に

は 、静 砂垣 、落 石又は なだ れ防止 柵の 設置 その 他の措 置が 適切

に 講ぜ られる こと が明 らか である こと 。  

９  設 計雨量 強度 にお ける 降雨量 変化 倍率 の適 用  

排 水施 設の断 面、洪水 調節 容量及 び余 水吐 の能 力の設 計に 適

用 する 雨量強 度に つい ては 、６ の (１ )、７ の (１ )及び (２ )によ

る ほか 、開 発行為 を行 う流 域の河 川整 備基 本方 針にお いて 、降

雨 量 の 設 定 に 当 た っ て 気 候 変 動 を 踏 ま え た 降 雨 量 変 化 倍 率 を

採 用し ている 場合 には、適用 する雨 量強度 に当 該降雨 量変 化倍

率 を用 いるこ とが でき る も のとす る。  

10 仮 設防災 施設 の設 置等  

開 発行 為の施 行に 当た って、災害の 防止の ため に必要 なえ ん
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堤 、排 水施 設、洪水調 節池 等につ いて 仮設 の防 災施設 を設 置す

る 場合 は、全体 の施行 工程 におい て具 体的 な箇 所及び 施行 時期

を 明ら かにす ると とも に、仮 設の防 災施設 の設 計は本 設の もの

に 準じ るもの とす る 。  

11 防 災施設 の維 持管 理  

開 発 行 為 の 完 了 後 に お い て も 整 備 し た 排 水 施 設 や 洪 水 調 節

池 等 が 十 分 に 機 能 を 発 揮 で き る よ う 土 砂 の 撤 去 や 豪 雨 時 の 巡

視 等の 完了後 の維 持管 理方 法につ いて 明ら かに するこ と。  

 

第 ３  水害を 発生 させ るお それに 関す る事 項（森林 法第 10条の ２第

２ 項第 １号の ２関 係）  

開 発 行 為 を す る 森 林 の 現 に 有 す る 水 害 の 防 止 の 機 能 に 依 存

す る地 域にお いて、当 該開 発行為 に伴 い増 加す るピー ク流 量を

安 全 に 流 下 さ せ る こ と が で き な い こ と に よ り 水 害 が 発 生 す る

お それ がある 場合 には、洪水 調節池 の設置 その 他の措 置が 適切

に 講ぜ られる こと が明 らか である こと。洪 水調 節 池は 次に よる

も の と し 、 設 置 に 当 た っ て の 計 画 例 は 別 記 １ を 参 考 と す る こ

と 。  

１  洪 水調節 容量 は、当 該開発 行為 をする 森林 の下流 にお いて 当

該 開 発 行 為 に 伴 い ピ ー ク 流 量 が 増 加 す る こ と に よ り 当 該 下 流

に お い て ピ ー ク 流 量 を 安 全 に 流 下 さ せ る こ と が で き な い 地 点

が 生ず る場合 には、当 該地 点での 30年 確率 で想 定され る雨 量強
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度 及 び 当 該 地 点 に お い て 安 全 に 流 下 さ せ る こ と が で き る ピ ー

ク 流 量 に 対 応 す る 雨 量 強 度 に お け る 開 発 中 及 び 開 発 後 の ピ ー

ク 流 量 を 開 発 前 の ピ ー ク 流 量 以 下 ま で に 調 節 で き る も の で あ

る こと 。  

た だし、排水を 導く河 川等 の管理 者と の協 議に おいて 必要 と

認 めら れる場 合に は、 50年確 率で想 定され る雨 量強度 にお ける

開 発 中 及 び 開 発 後 の ピ ー ク 流 量 を 開 発 前 の ピ ー ク 流 量 以 下 に

ま で調 節でき るも のと する こと。  

ま た、開 発行為 の施行 期間 中にお ける 洪水 調節 池の堆 砂量 を

見 込 む 場 合 に あ っ て は 、 第 ２ の ７ の (１ )に よ る も の で あ る こ

と 。  

な お、安 全に流 下させ るこ とがで きな い地 点が 生じな い場 合

に は、 第２の ７の (１ )によ るも のであ ること 。  

２  当 該開発 行為 に伴 いピ ーク流 量が 増加 する か否か の判 断は 、

当 該 下 流 の う ち 当 該 開 発 行 為 に 伴 う ピ ー ク 流 量 の 増 加 率 が 原

則 と し て １ ％ 以 上 の 範 囲 内 と し 、「 ピ ー ク 流 量 を 安 全 に 流 下 さ

せ るこ とがで きな い地 点」とは 、当 該開発 行為 をする 森林 の下

流 の流 下能力 から して 、 30年確 率（ 排水を 導く 河川等 の管 理者

と の協 議にお いて 必要 と認 め られ る場 合に は 50年確率）で想定

さ れ る 雨 量 強 度 に お け る ピ ー ク 流 量 を 流 下 さ せ る こ と が で き

な い地 点のう ち、原則 とし て当該 開発 行為 によ る影響 を最 も強

く 受け る地点 とす る。  
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た だし 、当 該地点 の選 定に 当たっ ては 、当 該地 点の河 川等 の

管 理者 の同意 を得 てい るも のであ るこ と。  

３  余 水吐の 能力 は、 第２ の７の (２ )によ るも のであ るこ と。  

４  洪 水調節 の方 式は 、第 ２の７ の (３ )に よる もので ある こと 。  

５  用 水路等 を経 由し て河 川等に 排水 を導 く場 合であ って 、洪 水

調 節 池 を 設 置 す る よ り も 用 水 路 等 の 断 面 を 拡 大 す る こ と が 効

率 的な ときに は、当該 用水 路等の 管理 者の 同意 を得た 上で 、開

発 者 の 負 担 で 用 水 路 等 の 断 面 を 大 き く す る こ と を も っ て 洪 水

調 節池 の設置 に代 える こと ができ る 。  

６  第 ２ の 規 定 に 基 づ く 洪 水 調 節 池 等 の 設 置 を 併 せ て 行 う 必 要

が ある 場合に は、法第 10条 の２第 ２項 第１ 号及 び同項 第１ 号の

２ のそ れぞれ の基 準 を 満た すよう 設置 する こと 。  

７  洪 水 調 節 容 量 及 び 余 水 吐 の 能 力 の 設 計 に 適 用 す る 雨 量 強 度

に つい ては 、１に よる ほか 、開 発行為 を行 う流 域の河 川整 備基

本 計画 におい て、降雨 量の 設定に 当た って 気候 変動を 踏ま えた

地 域区 分ごと の降 雨量 変化 倍率を 採用 して いる 場合に は、洪水

調 節 容 量 の 計 算 に 当 該 降 雨 量 変 化 倍 率 を 用 い る こ と が で き る

も のと する。  

８  開 発行為 の施 行に 当た って 、水 害の防 止の ために 必要 な洪 水

調 節池 等につ いて 仮設 の防 災施設 を設 置す る場 合は、全 体の施

行 工 程 に お い て 具 体 的 な 箇 所 及 び 施 行 時 期 を 明 ら か に す る と

と もに、仮設の 防災施 設の 設計は 本設 のも のに 準じて 行う もの
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と する 。  

９  開 発 行 為 の 完 了 後 に お い て も 整 備 し た 洪 水 調 節 池 等 が 十 分

に 機 能 を 発 揮 で き る よ う 土 砂 の 撤 去 や 豪 雨 時 の 巡 視 等 の 完 了

後 の維 持管理 方法 につ いて 明らか であ るこ と 。  

 

第 ４  水の確 保に 著し い支 障を及 ぼす おそ れに 関する 事項（森 林法

第 10条 の２第 ２項 第２ 号関 係）  

１  貯 水池等 の設 置等  

他 に適 地がな い等 によ りや むを得 ず飲 用水、かん がい用 水等

の 水 源 と し て 依 存 し て い る 森 林 を 開 発 行 為 の 対 象 と す る 場 合

で、周辺 におけ る水利 用の 実態等 から みて 必要 な水量 を確 保す

る ため 必要が ある とき には、貯水池 又は導 水路 の設置 その 他の

措 置が 適切に 講ぜ られ るこ と が明 らか であ るこ と 。  

導 水路 の設置 その 他の 措置 が講ぜ られ る場 合に は、取水 する

水 源 に 係 る 河 川 管 理 者 等 の 同 意 を 得 て い る 等 水 源 地 域 に お け

る 水利 用に支 障を 及ぼ すお それの ない もの であ ること 。  

２  沈 砂池の 設置 等  

周 辺 に お け る 水 利 用 の 実 態 等 か ら み て 土 砂 の 流 出 に よ る 水

質 の悪 化を防 止す る必 要が ある場 合に は、沈砂 池の 設置 、森林

の 残 置 そ の 他 の 措 置 が 適 切 に 講 ぜ ら れ る こ と が 明 ら か で あ る

こ と。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  他 に適地 がな い等 によ りやむ を得 ず飲 用水 、か んが い用水 等の

水 源と して依 存し てい る森 林を開 発行 為の 対象 とする 場合 で、周

辺 に お け る 水 利 用 の 実 態 等 か ら み て 必 要 な 水 量 を 確 保 す る た め

必 要が あると きに は、貯 水池又 は導 水路の 設置 その他 の措 置が 適

切 に講 ぜられ るこ とが 明ら かであ るこ と。  

導 水路 の設置 その 他の 措置 が講ぜ られ る場 合に は、取 水す る水

源 に 係 る 河 川 管 理 者 等 の 同 意 を 得 て い る 等 水 源 地 域 に お け る 水

利 用に 支障を 及ぼ すお それ のない もの であ るこ と。  

 

３  周 辺 に お け る 水 利 用 の 実 態 等 か ら み て 土 砂 の 流 出 に よ る 水 質

の 悪化 を防止 する 必要 のあ る場合 には 、沈 砂池 の設置 、森 林の 残

置 その 他の措 置が 適切 に講 ぜられ るこ とが 明ら かであ るこ と。  
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第 ５  環境を 著し く悪 化さ せるお それ に関 する 事項（森 林法第 10条

の ２第 ２項第 ３号 関係 ）  

１  森 林又は 緑地 の残 置又 は造成  

開 発行 為をし よう とす る森 林の区 域（開発 行為 に係る 土地 の

区 域 及 び 当 該 土 地 に 介 在 し 又 は 隣 接 し て 残 置 す る こ と と な る

森 林 又 は 緑 地 で 開 発 行 為 に 係 る 事 業 に 密 接 に 関 連 す る 区 域 を

い う。以 下同じ 。）に開 発行 為に係 る事 業の 目的、態様、周辺に

お ける 土地利 用の 実態 等に 応じ相 当面 積の 残置 し、若し くは造

成 する 森林又 は緑 地（以 下「残 置森林 等」とい う。）の配 置 が 適

切 に行 われる こと が明 らか である こと 。残 置森 林等の 考え 方は

次 に掲 げると おり とす る。  

(１ ) 相当面 積の 残置 森林 等の配 置に つい て は、森林又 は緑地

を 現況 のまま 保全 する こと を原則 とし、や むを 得ず一 時的 に

土 地の 形質を 変更 する 必要 がある 場合 には、可及 的速や かに

伐 採 前 の 植 生 に 回 復 を 図 る こ と を 原 則 と し て 森 林 又 は 緑 地

が 造成 される もの であ るこ と。  

こ の場 合にお いて、残 置森 林等 の 面積 の事 業区 域内の 森林

面 積に 対する 割合 は、別 記２ の「 事業 区域内に おい て残置 し、

若 しく は造成 する 森林 又は 緑地 」 の割 合に よる こと。  

 

ま た、残 置森林 等は、別 記２ の「森林 の配 置等」 により 開

発 行為 の規模 及び 地形 に応 じて、事 業区域 内の 周辺部 及び 施

第 ６章   残 置し、若 しく は造成 する 森林 又は 造成す る緑 地  

 

 

１  開 発 行 為 を し よ う と す る 森 林 の 区 域 に 開 発 行 為 に 係 る 事 業 の

目 的、態様 、周 辺にお ける 土地利 用の 実態 等に 応じ相 当面 積の 森

林 又 は 緑 地 の 残 置 又 は 造 成 が 適 切 に 行 わ れ る こ と が 明 ら か で あ

る こと 。  

 

 

 

 

(１ ) 「相 当面 積の森 林又 は緑地 の残 置又 は造 成」と は 、森林 又

は 緑地 を現況 のま ま保 全す ること を原 則と し、や むを得 ず一時

的 に土 地の形 質を 変更 する 必要が ある 場合 には、可及的 速やか

に 伐 採 前 の 植 生 回 復 を 図 る こ と を 原 則 と し て 森 林 又 は 緑 地 が

造 成さ れるも ので ある こと 。  

(２ ) 残置し 、若しく は造 成する 森林 又は 造成 する緑 地 の 面積 の

事 業区 域内の 森林 面積 に対 する割 合は、表 ４の 事業区 域内 にお

い て残 置し、若 しくは 造成 する森 林又 は 造 成す る緑地 の割 合と

す るこ と。  

ア  表 ４ の 開 発 行 為 の 目 的 に つ い て は 、 次 に よ り 区 分 す る こ

と 。  
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設 等の 間に適 切に 配置 され ている こと 。  

な お、別 記２に 掲げる 開発 行為の 目的 以外 の開 発行為 につ

い ては、 その目 的、態 様 、社 会的経 済的必 要性、 対象と なる

土 地の 自然的 条件 等に 応じ、別記２ に準じ て適 切に措 置さ れ

て いる こと。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア ) 別荘地 とは、保 養等 非日常 的な 用途 に供 する家 屋等 を

集 団的 に設置 しよ うと する 土地を 指す もの とす る。  

(イ ) ゴルフ 場と は、地 方税 法等に よるゴ ルフ 場の定 義以 外

の 施設 であっ ても、利 用形 態等が 通常 のゴ ルフ 場と認 めら

れ る場 合は、 これ に含 めて 取り扱 うこ と。  

(ウ ) 宿泊施 設と は、 ホテル、 旅館、 民宿 、ペン ション 、保

養 所 等 専 ら 宿 泊 の 用 に 供 す る 施 設 及 び そ の 附 帯 施 設 を 指

す もの とする。 なお、リ ゾー トマン ション、 コン ドミニ ア

ム 等所 有者等 が複 数と なる 建築物 等も これ に含 めるこ と。  

(エ ) レジャ ー施 設と は、総 合運動 公園、遊 園地、 動・植物

園 、サファ リパー ク、レ ジャー ランド 等の 体験 娯楽施 設そ

の 他の 観光、 保養 等の 用に 供する 施設 を指 すも のとす る。  

(オ ) 工場、事 業場と は、製 造、加工 処理、 流通 等産業 活動

に 係る ものを 指す もの とす る。  

(カ ) 上記以 外の 開発 行為 の目的 のう ち、学校 教育 施設 、病

院、 廃棄 物処理 施設等 は工 場・事業 場の基 準を、 ゴルフ 練

習 場は ゴルフ 場と 一体 のも のを除 き、宿泊 施設・レ ジャー

施 設の 基準を それ ぞれ 適用 するこ と。  

イ  工 場、事業場 及び住 宅団 地の「１箇 所当た りの 面積 」とは 、

当 該 施 設 又 は そ の 集 団 を 設 置 す る た め の 開 発 行 為 に 係 る 土

地 の区 域面積 を指 すも のと する。  

ウ  １ 事 業 区 域 内 に 異 な る 開 発 行 為 の 目 的 に 区 分 さ れ る 複 数
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(２ ) 開発行 為に 係る 土地 に保安 林が 含ま れて おり、転 用に係

る 保 安 林 の 面 積 が ５ ヘ ク タ ー ル 以 上 で あ る 場 合 又 は 事 業 区

の 施設 が設置 され る場 合に は、それ ぞれの 施設 ごとに 区域 区

分 を行 い、原則 として それ ぞれの 開発 行為 の目 的別の 基準 を

適 用す ること 。た だし 、そ れぞ れの施 設ご とに 区域区 分を 行

い 、 開 発 行 為 の 目 的 別 の 基 準 を 適 用 す る こ と が 困 難 な 場 合

は、開発 行為の 目的別 の基 準にお いて 最も 厳し い基準 を事 業

区 域全 体に適 用す るこ とと して差 し支 えな い。  

  エ  工場・事業場 の設 置につ いて は１ 箇所 当たり の面 積が おお

む ね 20ヘクタ ール 以下、レジ ャー施 設の設 置に ついて は１ 箇

所 当 た り の 面 積 が お お む ね ５ ヘ ク タ ー ル 以 下 と さ れ て い る

が、施設 の性格 上施設 の機 能を確 保す るこ とが 著しく 困難 と

認 めら れる場 合に は、そ の必 要の限 度にお いて それぞ れ１ 箇

所 当 た り の 面 積 を 超 え て 設 置 す る こ と も や む を 得 な い も の

と する 。  

オ  住 宅団地 の造 成に 係る「緑 地」に は、次 に掲げ るも のを含

め るこ ととし て差 し支 えな い。  

(ア ) 公園・ 緑地 ・広 場  

(イ ) 隣棟間 緑地 、コ モン ・ガー デン  

(ウ ) 緑地帯 、緑 道  

(エ ) 法 (のり )面 緑道  

(オ ) その他 上記 に類 する もの  

カ  開 発行為 に係 る土 地に 保安林 が含 まれ てお り、転用 に係る

保 安 林 の 面 積 が ５ ヘ ク タ ー ル 以 上 で あ る 場 合 又 は 事 業 区 域
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域 内 の 森 林 の 面 積 に 占 め る 保 安 林 の 面 積 の 割 合 が 1 0パ ー セ

ン ト以 上であ る場 合（転 用に 係る保 安林の 面積 が１ヘ クタ ー

ル 未満 の場合 を除 く。）に は、別記 ２に代 えて 別記 ３に示 す基

準 に適 合する もの であ るこ と。  

(３ ) 造成す る森 林に つい ては、必 要に応 じ植 物の 成 育に 適す

る よう 表土の 復元 、客 土等 の措置 を講 じ、 森林 機能 が早期 に

回 復 、発揮 され るよう、地 域の自 然的 条件に適 する ものと し、

原 則と して樹 高１ メー トル 以上の 高木 性樹 木を、表 ５を 標準

と して 均等に 分布 する よう 植栽す る も のと する 。  

な お、住 宅団地、 宿泊 施設 等の間、 ゴルフ 場の ホール 間等

で 修景 効果を 併せ 期待 する 森林を 造成 する 場合 には、で きる

だ け 大 き な 樹 木 を 植 栽 す る よ う 努 め る も の と し 、 樹 種 の 特

性 、土 壌条 件等を 勘案 し、植栽 する樹 木の 規格 に応じ １ヘ ク

タ ー ル 当 た り 5 0 0本 ～ １ ヘ ク タ ー ル 当 た り 1, 0 0 0本 の 範 囲 で

植 栽本 数を定 める こと とし て差し 支え ない もの とする 。  

 

 

表 ５  

樹 高  植 栽本 数（ 1ヘク タール 当た り）  

１ メー トル  2,000本  

２ メー トル  1,500本  

３ メー トル  1,000本  

内 の 森 林 の 面 積 に 占 め る 保 安 林 の 面 積 の 割 合 が 1 0パ ー セ ン

ト 以上 である 場合（転 用に 係る保 安林 の面 積が １ヘク ター ル

未 満の 場合を 除く 。）に は 、表４ に代 えて表５ に示 す基準 に適

合 する もので ある こと 。  

キ  造 成森林 につ いて は、必 要に応 じ植物 の生 育に適 する よう

表 土の 復元 、客土 等の 措置 を講じ 、地 域の 自然 的条件 に適 す

る 原則 として 樹高 １メ ート ル以上 の高 木性 樹木 を、表６ を標

準 とし て均等 に分 布す るよ う植栽 する 。  

 

な お 、修景 効果を 併せ 期待 する 造 成森 林に あっ ては 、でき

る だけ 大きな 樹木 を植 栽す るよう 努め る こ と。  

 

 

 

 

 

 

表 ６  

樹 高  植 栽本 数（ 1ヘク タール 当た り）  

１ メー トル  

２ メー トル  

３ メー トル  

2,000 本  

1,500 本  

1,000 本  
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(４ ) 太陽光 発電 設備 の設 置を目 的と した 開発 行為に つい て、

残 置森 林又は 造成 森林 は、林 地開発 許可後 に採 光を確 保す る

こ と 等 を 目 的 と し て 残 置 森 林 又 は 造 成 森 林 を 過 度 に 伐 採 す

る こと がない よう、樹 高及 び造成 後の 樹木 の成 長を考 慮し た

残 置 森 林 又 は 造 成 森 林 並 び に 太 陽 光 パ ネ ル の 配 置 計 画 と さ

れ てい ること 。  

(５ )  道 路 の 新 設 若 し く は 改 築 又 は 畑 地 等 の 造 成 の 場 合 で あ

っ て、そ の土地 利用の 実態 からみ て森 林を 残置 し又は 造成 す

る こと が困難 又は 不適 当で あると 認め られ ると きは、森 林の

残 置 又 は 造 成 が 行 わ れ な い こ と と し て 差 し 支 え な い も の と

す る。  

２  騒 音、粉じん 等の 著し い影響 の緩 和、風害 等か ら周辺 の植 生

の 保全 等  

騒 音、粉じ ん等の 著し い影 響の緩 和、風害 等か ら周辺 の植 生

の 保全 等の必 要が ある 場合 には、開 発行為 をし ようと する 森林

の 区 域 内 の 適 切 な 箇 所 に 必 要 な 森 林 の 残 置 又 は 必 要 に 応 じ た

造 成が 行われ るこ と が 明ら かであ るこ と 。  

(ア ) 住宅団 地、宿泊 施設 等の間 、ゴ ルフ 場の ホール 間等 で

修 景効 果、保健 休養機 能の 発揮等 を併 せ期 待す る造成 森林

に つい ては、樹 種の特 性、土 壌条件 等を勘 案し、 植栽す る

樹 木 の 規 格 に 応 じ １ ヘ ク タ ー ル 当 た り 5 0 0本 か ら 1 , 0 0 0本

ま での 範囲で 植栽 本数 を定 めるこ とと して 差し 支えな い。  

ク  太 陽光発 電施 設の 設置 を目的 とし た開 発行 為につ いて 、残

置 森林 又は造 成森 林は 、林地開 発許 可後に 採光 を確保 する こ

と 等 を 目 的 と し て 残 置 森 林 又 は 造 成 森 林 を 過 度 に 伐 採 す る

こ とが ないよ う 、樹高 及び 造成後 の樹 木の 成長 を考慮 した 残

置 森 林 又 は 造 成 森 林 並 び に 太 陽 光 パ ネ ル の 配 置 計 画 と さ れ

て いる こと。  

 

 

 

 

 

 

 

２  騒 音、粉じん 等の 著し い影響 の緩 和、風害 等か らの周 辺の 植生

の 保全 等の必 要が ある 場合 には 、開 発行為 をし ようと する 森林 の

区 域 内 の 適 切 な 箇 所 に 必 要 な 森 林 の 残 置 又 は 必 要 に 応 じ た 造 成

が 行わ れるこ とが 明ら かで あるこ と。  
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「 周辺 の植生 の保 全等 」に は 、貴重 な動植 物の 保護を 含む も

の とす る。また 、「 必要 に応 じた造 成」と は、必 要に 応じて 複層

林 を 造 成 す る 等 安 定 し た 群 落 を 造 成 す る こ と を 含 む も の と す

る 。  

３  景 観の維 持  

景 観 の 維 持 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ す こ と の な い よ う に 適 切 な

配 慮が なされ てお り、特に 市街 地、主要道 路等 から景 観を 維持

す る必 要があ る場 合に は、開 発行為 により 生ず る法 (のり )面を

極 力縮 小する とと もに 、可 能な限 り法 (のり )面 の緑 化を図 り、

ま た、開 発行為 に係る 事業 により 設置 され る施 設の周 辺に 森林

を 残 置 し 若 し く は 造 成 し 又 は 木 竹 を 植 栽 す る 等 の 適 切 な 措 置

が 講ぜ られる こと が明 らか である こと 。  

 

第 ６  その他 配慮 事項  

１  一 般的事 項  

(１ ) 開発行 為に 係る 土地 の面積 の規 模  

開 発行 為に係 る土 地の 面積 が、当該 開発 行為 の目 的実現 の

た め必 要最小 限度 の面 積で あるこ と（法 令等 によ って面 積に

つ き基 準が定 めら れて いる 場合に は、こ れを 参酌 して決 めら

れ たも のであ るこ と） が明 らかで ある こと 。  

(２ ) 全体計 画と の関 連  

開 発 行 為 の 計 画 が 大 規 模 で あ り 長 期 に わ た る も の の 一 部

(１ ) 「周 辺の 植生の 保全 等」には 、貴重 な動 植物の 保護 を含 む

も のと する。ま た 、「必 要に 応じた 造成」とは、必要 に応じ て複

層 林 を 造 成 す る 等 安 定 し た 群 落 を 造 成 す る こ と を 含 む も の と

す る。  

 

３  景 観 の 維 持 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ す こ と の な い よ う に 適 切 な 配

慮 がな されて おり 、特 に市 街地 、主要 道路 等か ら の景 観を 維持 す

る 必要 がある 場合 には 、開発行 為に より生 ずる 法 (のり )面 を極 力

縮 小す るとと もに 、可 能な 限り法 (の り )面 の緑 化を図 り、 また 、

開 発 行 為 に 係 る 事 業 に よ り 設 置 さ れ る 施 設 の 周 辺 に 森 林 を 残 置

し 、若 しく は造成 し、又は 木竹 を植栽 する 等の 適切な 措置 が講 ぜ

ら れる ことが 明ら かで ある こと。  

 

第 ７章   そ の他 配慮 事項  
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に つい ての許 可の 申請 であ る場合 には、全体 計画 との関 連が

明 らか である こと 。  

(３ ) 原状回 復等 の事 後措 置  

開 発 行 為 に よ り 森 林 を 他 の 土 地 利 用 に 一 時 的 に 供 す る 場

合 には、利用後 におけ る原 状回復 等の 事後 措置 が適切 に行 わ

れ るこ とが明 らか であ るこ と。  

(４ ) 周辺の 地域 の森 林施 業への 配慮  

開 発 行 為 が 周 辺 の 地 域 の 森 林 施 業 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ す

お それ がない よう に適 切な 配慮が なさ れて いる こと。  

(５ ) 周辺の 地域 にお ける 住民の 生活 及び 産業 活動へ の配 慮  

開 発 行 為 に 係 る 事 業 の 目 的 に 即 し て 土 地 利 用 が 行 わ れ る

こ と に よ っ て 周 辺 の 地 域 に お け る 住 民 の 生 活 及 び 産 業 活 動

に 相 当 の 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と の な い よ う に 適 切 な 配 慮 が な

さ れる ことが 明ら かで ある こと 。  

２  太 陽光発 電設 備の 設置 を目的 とす る開 発行 為  

 

(１ ) 景観へ の配 慮  

開 発行 為をし よう とす る森 林の区 域が 、市 街地 、主 要道路

等 か ら の 良 好 な 景 観 の 維 持 に 相 当 の 悪 影 響 を 及 ぼ す 位 置 に

あ り、かつ 、設 置され る施 設の周 辺に 森林 を残 置し又 は造 成

す る 措 置 を 適 切 に 講 じ た と し て も な お 更 に 景 観 の 維 持 の た

め 十分 な配慮 が求 めら れる 場合に あっ ては、 申請 者が太 陽光

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  太 陽光発 電施 設の 設置 を目的 とし た開 発行 為につ いて は、以下

の 事項 につい て配 慮す るこ と。   

(１ ) 景観へ の配 慮に つい て   

ア  開 発行為 をし よう とす る森林 の区 域が 、市 街地 、主 要道路

等 か ら の 良 好 な 景 観 の 維 持 に 相 当 の 悪 影 響 を 及 ぼ す 位 置 に

あ り、かつ、 設置 され る施 設の周 辺に 森林 を残 置し 、又 は造

成 す る 措 置 を 適 切 に 講 じ た と し て も な お 景 観 の 維 持 の た め

更 に 十 分 な 配 慮 が 求 め ら れ る 場 合 に あ っ て は 、 太 陽 光 パ ネ
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パ ネ ル や フ レ ー ム 等 に つ い て 地 域 の 景 観 に な じ む 色 彩 等 に

す るよ う配慮 する よう 努め ること 。  

 

 

(２ ) 住民説 明会 の実 施等 につい て  

高 知県 が平成 28年 ３月 に策 定した 太陽 光発 電施 設の設 置・

運 営 等 に 係 る ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ き 地 域 住 民 に 十 分 な 説 明

を 行う よう努 める こと 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ル、フレ ーム等 につい て地 域の景 観に なじ む色 彩等に する よ

う 配慮 するよ う努 める こと 。  

イ  必 要に応 じて 、設 置す る施設 の色 彩等 を含 め、景観に 配慮

し た施 工に努 める こと 。  

(２ ) 住民説 明会 の実 施等 につい て  

ア  高 知県が 平成 28年 ３月 に策定 した 太陽 光発 電施設 の設 置・

運 営等 に係る ガイ ドラ イン に基づ き行 うよ う努 めるこ と。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



林地開発の許可基準 新旧対照表 

新 旧 
 

37 / 58 

別 記１  

洪 水調 節池等 の設 置に 係る 計画例  

 

法 第 10 条 の２第 ２項第 １号 の２に 規定 する 水害 の防止 に係 る許

可 基準 につい て、 洪水 調節 池等を 設置 する 場合 の計画 例は 以下 の

と おり とする 。  

 

１  当 該開発 行為 に伴 いピ ーク流 量を 安全 に流 下させ るこ とが で

き ない 地点の 選定  

(１ ) 当該開 発行 為を する 森林の 下流 にお いて 、 30 年 確率（排

水 を導 く河川 等の 管理 者と の協議 にお いて 必要 と認め られ る

場 合には 50 年確 率を用 いる こと。 以下 同じ 。） で想定 され る

雨 量強 度にお ける 開発 中及 び開発 後の ピー ク流 量を流 下さ せ

る こと ができ ない 地点 を選 定する 。  

ピ ーク 流量の 算定 に当 たっ ては、 当該 地域 にお いて適 合度

の 高い 算式を 用い るこ とと し、適 当な 算式 がな い場合 には ラ

シ ョナ ル式を 用い る。  

(２ ) (１ )の 地点 のう ち、 開発中 及び 開発 後の 30 年確率 で想定

さ れる 雨量強 度に おけ る無 調節の ピー ク流 量 (Q'i30)が開 発前

の ピー ク流量 (Qoi30)に 対し て１％ 以上 増加 する 地点 i を選 定

す る。  

た だし 、当該 ピー ク流 量の 増加率 が１ ％未 満で あって も、

当 該河 川等の 管理 者が 安全 に流下 させ るこ とが できな いと 判

断 した 場合は 、そ の地 点も 選定す る。  

(３ ) (２ )の 地点 が生 じな い場合 には 、法 第 10 条 の２第 ２項第
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１ 号の ２の規 定に よる 洪水 調節池 等の 設置 は不 要とな る。  

な お、 (２ )の 地点 が生 じな い場合 であ って も、 同項第 １号

の 要件 に照ら して ピー ク流 量を調 節す るこ とが 必要な 場合 に

は 、別 紙第２ の７ の基 準に よって 洪水 調節 池等 を設置 する こ

と が必 要であ る。  

 

２  当 該開発 行為 によ る影 響を最 も強 く受 ける 地点の 選定  

(１ ) １の (２ )で 選定 した 各地点 につ いて 、そ れぞれ 開発 前の

30 年確率 で想 定される 雨量 強度に おけ るピ ーク 流量 (Qoi30)を

超 えな い洪水 調節 池等 から の放流 量 (qi30)を算 定す る。  

洪 水調 節池等 から の放 流量 (qi30)の算 定に 当た っては 、当

該 地域 におい て適 合度 の高 い算式 を用 いる 。  

例 えば 、以下 の算 式が 考え られる 。  

   

こ こに 、 Ai： 選定 した 各地 点の集 水面 積 (ha) 

Foi： 選定 した各 地点の 集水 区域の 開発 前の 流出 係数  

a：洪 水調 節池等 の集水 区域 の面積 (ha) 

fo：洪 水調節 池等 の集 水区 域の開 発前 の流 出係 数  

 

(２ ) (１ )で 算出 した 各地 点の洪 水調 節池 等か らの放 流 量

(qi30)が最小 とな る地 点 (j)を 「当該 開発行 為に よる影 響を 最

も 強く 受ける 地点 」（ 以下 「当該 地点 」と いう 。）と して 選

定 する 。  

た だし 、１の (２ )で求 めた 各地点 の中 で、 地点 (j)に比べ 流
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下 能力 が著し く小 さい 地点 (k)が存在 する場 合（ 地点 (j)に お

い て nj 年 確率で 想定さ れる 雨量強 度に おけ るピ ーク流 量を 流

下 させ ること がで き、 地点 k にお いて nk 年 確率 で想定 され る

雨 量強 度にお ける ピー ク流 量を流 下さ せる こと ができ ると き

に 、両 地点の 確率 年が nj >nk となる 場合） 又は 当該河 川等 の

管 理者 が必要 であ ると 判断 した場 合に は、 その 地点 (k)も 当該

地 点と して選 定す る。  

い ずれ の場合 であ って も、 当該地 点の 選定 に当 たって は、

当 該地 点の河 川等 の管 理者 の同意 を得 るこ とが 必要で ある 。  

 

３  当 該開発 行為 によ る影 響を最 も強 く受 ける 地点に おけ る許 容

放 流量 の決定  

(１ ) ２の (２ )で 選定 した 当該地 点の 当該 洪水 調節池 等か らの

放 流量 (qi30)を 30 年確 率で 想定さ れる 雨量 強度 に対す る洪 水

調 節池 等から の許 容放 流量 (qpc30)と して決 定す る。  

(２ ) 当該地 点が 地点 (j)の場 合、地 点 (j)にお ける 開発前 の nj

（ 当該 地点が 地点 (k)の 場合 には nk と する。 以下 同じ。 ）年

確 率で 想定さ れる 雨量 強度 におけ るピ ーク 流量 (Qonj)をも と

に 、当 該洪水 調節 池等 から の放流 量 (qjnj)を算 定し 、これ を

n(=nj)年確率 で想 定さ れる 雨量強 度に 対す る洪 水調節 池等 か

ら の許 容放流 量 (qpcn)とし て決 定する 。  

nj 年確率 で想 定される 雨量 強度に おけ る当 該洪 水調節 池等

か らの 放流量 (qjnj)の 算定 に当た って は、 ２と 同様に 、当 該

地 域に おいて 適合 度の 高い 算式を 用い る。  

例 えば 、以下 の算 式が 考え られる 。  
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こ こに 、 Aj： 地点 j の 集水 面積 (ha) 

Foj： 地点 j の集 水区域 の開 発前の 流出 係数  

a：洪 水調 節池等 の集水 区域 の面積 (ha) 

fo：洪 水調節 池等 の集 水区 域の開 発前 の流 出係 数  

 

４  洪 水調節 池等 の容 量の 決定  

洪 水調 節池等 の容 量を 、洪 水調節 池等 の集 水区 域にお ける 30

年 及び n 年の それ ぞれ の確 率で想 定さ れる 雨量 強度に おけ る開

発 中及 び開発 後の ピー ク流 量 (q30 及び qn)を 30 年及び n 年 のそ

れ ぞれ の確率 で想 定さ れる 雨量強 度に 対す る洪 水調節 池等 から

の 許容 放流量 (qpc30 及 び qpcn)に調節 できる 容量 に決定 する 。  

洪 水調 節池等 の容 量の 計算 は、簡 便法 （確 率降 雨強度 曲線 の

特 性を 応用し て必 要調 節容 量を簡 便に 求め る方 法）、 厳密 計算

法 （洪 水調節 池の 諸元 を仮 定し、 シミ ュレ ーシ ョンを 繰り 返

し 、洪 水調節 容量 を求 める 方法） その 他の 適切 な方法 によ り行

う 。  

n 年確 率で 想定さ れる雨 量強 度も考 慮す るの は、 30 年確 率で

想 定さ れる雨 量強 度に おけ る開発 中及 び開 発後 のピー ク流 量を

調 節で きる洪 水調 節池 等を 設置し た場 合で あっ ても、 その 設計

内 容に よって は n 年確 率で 想定さ れる 雨量 強度 におけ る開 発中

及 び開 発後の ピー ク流 量を 調節で きな い場 合が 想定さ れる ため

で ある 。  
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な お、 30 年及び n 年確 率で 想定さ れる 雨量 強度 におけ る開 発

中 及び 開発後 のピ ーク 流量 を調節 でき る洪 水調 節池等 を設 置す

る こと により 、 n 年から 30 年ま での間 の頻度 で発 生する 雨量 強

度 にお けるピ ーク 流量 につ いては 概ね 調節 でき ると考 えて 差し

支 えな い。  
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別 記２  

主 な 開 発 行 為 の 目 的 別 の 事 業 区 域 内 の 残 置 森 林 等 の 割 合 及 び 森 林

の 配置 等  

 

 

開 発

行 為

の 目

的  

事 業区 域

内 にお い

て 残置

し 、若 し

く は造 成

す る森 林

又 は緑 地

の 割合   

森  林  の  配  置  等  

別 荘

地 の

造 成   

   

   

   

残 置 森

林 率 は お

お む ね 60

パ ー セ ン

ト 以 上 と

す る。     

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむね 30 メー

ト ル 以 上 の 残 置 森 林 又 は 造 成 森 林 を 配 置

す る。   

２  １ 区画の 面積 はお おむね 1,000 平方 メー

ト ル以 上とし 、建物 敷等 の面 積はお おむ ね

30 パーセ ント 以下とす る。   

ス キ

ー 場

の 造

成   

   

残 置 森

林 率 は お

お む ね 60

パ ー セ ン

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむね 30 メー

ト ル 以 上 の 残 置 森 林 又 は 造 成 森 林 を 配 置

す る。   

２  滑 走コー スの 幅は おお むね 50 メー トル

以 下と し、複 数の滑 走コ ース を並列 して 設

表 ４  

 

 

 

 

開 発

行 為

の 目

的  

 

 

 

残 置森 林

等 の割 合  

 

 

 

残  置  森  林  等  の  配  置  

別 荘

地 の

造 成  

 残置 森

林 率は 、

お おむ ね

60パー セ

ン ト以

上 。  

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 30メー

ト ル以 上の残 置森 林又 は造 成森林 を配 置

す る。  

２  １ 区画の 面積 は、 おお むね 1,000平方メ

ー トル 以上と し、 建物 敷等 の面積 は 、 お

お むね その 30パー セン ト以 下とす る。  

ス キ

ー 場

の 造

成  

 残置 森

林 率は 、

お おむ ね

60パー セ

ン ト   

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 30メー

ト ル以 上の残 置森 林又 は造 成森林 を配 置

す る。  

２  滑 走コー スの 幅は 、お おむね 50メ ート

ル 以下 とし、 複数 の滑 走コ ースを 並列 し
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ト 以 上 と

す る。   

   

   

   

   

   

置 す る 場 合 は そ の 間 の 中 央 部 に 幅 お お む

ね 100 メ ー ト ル 以 上 の 残 置 森 林 を 配 置 す

る 。  

３  滑 走コー スの 上、下 部に 設ける ゲレ ンデ

等 は １ 箇 所 当 た り お お む ね ５ ヘ ク タ ー ル

以 下と する。また、ゲレ ンデ 等と駐 車場 と

の 間に は幅お おむね 30 メ ート ル以上 の残

置 森林 又は造 成森 林を 配置 する。  

 

 

 

 

 

ゴ ル

フ 場

の 造

成   

   

   

   

森 林 率

は お お む

ね 50 パ ー

セ ント（ 残

置 森 林 率

お お む ね

40 パ ー セ

ン ト）以 上

と する 。   

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむね 30 メー

ト ル以 上の残 置森 林又 は造 成森林（残置 森

林 は原 則とし てお おむ ね 20 メ ートル 以上 ）

を 配置 する。   

２  ホ ール間 に幅 おお むね 30 メ ートル 以上

の 残置 森林又 は造 成森 林（残 置森 林はお お

む ね 20 メ ートル 以上） を配 置する 。  

 

 

以 上。  て 設置 する場 合は 、そ の間 の中央 部に 幅

お おむ ね 100メー トル以 上の 残置森 林を 配

置 する 。  

３  滑 走コー スの 上、 下部 に設け るゲ レン

デ 等（ スキー ヤー の滞 留場 所であ り、 リ

フ ト乗 降場、 レス トハ ウス 等の施 設用 地

を 含む 区域） は、 １箇 所当 たりお おむ ね

５ ヘク タール 以下 とす る。 また、 ゲレ ン

デ 等と 駐車場 との 間に は幅 30メー トル 以

上 の残 置森林 又は 造成 森林 を配置 する 。  

４  滑 走コー スに 係る 切土 量は、 １ヘ クタ

ー ル当 たりお おむ ね 1,000立 方メー トル 以

下 とす る。  

ゴ ル

フ 場

の 造

成  

 森林 率

は 、お お

む ね 50パ

ー セン ト

以 上。  

 残置 森

林 率は 、

お おむ ね

40パー セ

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 30メー

ト ル以 上の残 置森 林又 は造 成森林 （残 置

森 林は 、原則 とし てお おむ ね 20メ ート ル

以 上） を配置 する 。  

２  ホ ール間 に幅 おお むね 30メー トル 以上

の 残置 森林又 は造 成森 林（ 残置森 林は 、

お おむ ね 20メ ート ル以 上） を配置 する 。  

３  切 土量及 び盛 土量 は、 それぞ れ 18ホー ル

当 たり おおむ ね 200万立 方メ ートル 以下 と
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宿 泊

施

設 、

レ ジ

ャ ー

施 設

の 設

置   

   

   

   

森 林 率

は お お む

ね 50 パ ー

セ ント（ 残

置 森 林 率

お お む ね

40 パ ー セ

ン ト）以 上

と する 。   

   

   

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむね 30 メー

ト ル 以 上 の 残 置 森 林 又 は 造 成 森 林 を 配 置

す る。   

２  建 物 敷 の 面 積 は 事 業 区 域 の 面 積 の お お

むね 40 パー セント 以下 とし 、事業 区域 内

に 複 数 の 宿 泊 施 設 を 設 置 す る 場 合 は 極 力

分 散さ せるも のと する 。  

３  レ ジ ャ ー 施 設 の 開 発 行 為 に 係 る １ 箇 所

当 た り の 面 積 は お お む ね ５ ヘ ク タ ー ル 以

下 とし、事業 区域内 にこ れを 複数設 置す る

場 合は 、その 間に 幅お おむね 30 メート ル

以 上の 残置森 林又 は造 成森 林を配 置す る。 

 

太 陽

光 発

電 設

備 の

設 置  

森 林 率

は お お む

ね 25 パ ー

セ ント（ 残

置 森 林 率

は お お む

ね 15 パ ー

１  原 則 と し て 周 辺 部 に 残 置 森 林 を 配 置 す

る こと とし、事業区 域内 の開 発行為 に係 る

森 林の 面積が 20 ヘ クタ ール 以上の 場合 は

原 則と して周 辺部 にお おむ ね幅 30 メー ト

ル 以上 の残置 森林 又は 造成 森林（ おおむ ね

30 メ ー ト ル 以 上 の 幅 の う ち 一 部 又 は 全 部

は 残置 森林）を配 置する こと とする 。ま た、

ン ト   

以 上。  

す る。  

 

宿 泊

施

設 、  

レ ジ

ャ ー

施 設

の 設

置  

森 林率

は 、お お

む ね 50パ

ー セン ト

以 上。  

 残置 森

林 率は 、

お おむ ね

40パー セ

ン ト   

以 上。  

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 30メー

ト ル以 上の残 置森 林又 は造 成森林 を配 置

す る。  

２  建 物敷の 面積 は、 事業 区域の 面積 のお

お むね 40パー セン ト以 下と し、事 業区 域

内 に複 数の宿 泊施 設を 設置 する場 合は 極

力 分散 させる もの とす る。  

３  レ ジャー 施設 の開 発行 為に係 る１ 箇所

当 たり の面積 は、 おお むね ５ヘク ター ル

以 下と し、事 業区 域内 にこ れを複 数設 置

す る場 合は、 その 間に 幅お おむね 30メ ー

ト ル以 上の残 置森 林又 は造 成森林 を配 置

す る。  

太 陽

光 発

電 施

設 の

設 置  

森 林率

は おお む

ね 25パ ー

セ ント 以

上 。残 置

森 林率 は

お おむ ね

１  原 則とし て周 辺部 に残 置森林 を配 置す

る こと とし、 事業 区域 内の 開発行 為に 係

る 森林 の面積 が 20ヘク ター ル以上 の場 合

は 原則 として 周辺 部に おお むね幅 30メ ー

ト ル以 上の残 置森 林又 は造 成森林 （お お

む ね 30メート ル以 上の 幅の うち一 部又 は

全 部は 残置森 林） を配 置す ること とす
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セ ント）以

上 とす る。 

り ょう 線の一 体性 を維 持す るため 、尾根 部

に つい ては、原則と して 残置 森林を 配置 す

る 。  

２  開 発 行 為 に 係 る １ 箇 所 当 た り の 面 積 は

お おむね 20 ヘクタ ール 以下 とし、 事業 区

域 内に これを 複数 造成 する 場合は 、その 間

に 幅お おむね 30 メ ート ル以 上の残 置森 林

又 は造 成森林 を配 置す る。  

工

場 、

事 業

場 の

設 置   

   

   

   

   

   

森 林 率

は お お む

ね 25 パ ー

セ ン ト 以

上 とす る。  

   

   

   

   

   

１  事 業 区 域 内 の 開 発 行 為 に 係 る 森 林 の 面

積が 20 ヘク タール 以上 の場 合は原 則と し

て 周辺 部に幅 おお むね 30 メ ート ル以上 の

残 置森 林又は 造成 森林 を配 置する 。これ 以

外 の 場 合 に あ っ て も 極 力 周 辺 部 に 森 林 を

配 置す る。   

２  開 発 行 為 に 係 る １ 箇 所 当 た り の 面 積 は

お おむね 20 ヘクタ ール 以下 とし、 事業 区

域 内に これを 複数 造成 する 場合は 、その 間

に 幅お おむね 30 メ ート ル以 上の残 置森 林

又 は造 成森林 を配 置す る。   

住 宅

団 地

森 林 率

は お お む

ね 20 パ ー

１  事 業 区 域 内 の 開 発 行 為 に 係 る 森 林 の 面

積が 20 ヘク タール 以上 の場 合は原 則と し

て 周辺 部に幅 おお むね 30 メ ート ル以上 の

15パー セ

ン ト以

上 。  

る 。ま た、り ょう 線の 一体 性を維 持す る

た め、 尾根部 につ いて は、 原則と して 残

置 森林 を配置 する 。   

２  開 発行為 に係 る１ 箇所 当たり の面 積

は 、お おむね 20ヘ クタ ール 以下と し、 事

業 区域 内にこ れを 複数 造成 する 場 合は 、

そ の間 に幅お おむ ね 30メー トル 以上の 残

置 森林 又は造 成森 林を 配置 する。  

工

場 、

事 業

場 の

設 置  

 森林 率

は 、お お

む ね 25パ

ー セン ト

以 上。  

１  事 業区域 内の 開発 行為 に係る 森林 の面

積 が 20ヘクタ ール 以上 の場 合は原 則と し

て 周辺 部に幅 おお むね 30メ ートル 以上 の

残 置森 林又は 造成 森林 を配 置する 。こ れ

以 外の 場合に あっ ても 、極 力周辺 部に 森

林 を配 置する 。  

２  開 発行為 に係 る１ 箇所 当たり の面 積

は 、お おむね 20ヘ クタ ール 以下と し、 事

業 区域 内にこ れを 複数 造成 する場 合 に

は 、そ の間に 幅お おむ ね 30メート ル以 上

の 残置 森林又 は造 成森 林を 配置す る。  

住 宅

団 地  

 

 森林 率

（ 緑地 を

含 む。）

１  事 業区域 内の 開発 行為 に係る 森林 の面

積 が 20ヘクタ ール 以上 の場 合は原 則と し

て 周辺 部に幅 おお むね 30メ ートル 以上 の
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の 造

成   

   

   

   

   

   

   

セ ン ト 以

上 。（緑 地

を 含む ）   

   

   

   

   

残 置森 林又は 造成 森林 ・緑 地を配 置す る。

こ れ 以 外 の 場 合 に あ っ て も 極 力 周 辺 部 に

森 林・ 緑地を 配置 する 。   

２  開 発 行 為 に 係 る １ 箇 所 当 た り の 面 積 は

お おむね 20 ヘクタ ール 以下 とし、 事業 区

域 内に これを 複数 造成 する 場合は 、その 間

に 幅お おむね 30 メ ート ル以 上の残 置森 林

又 は造 成森林 ・緑 地を 配置 する。  

  

土 石

等 の

採 掘   

     

   

   

   

   

   

   

   

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむね 30 メー

ト ル 以 上 の 残 置 森 林 又 は 造 成 森 林 を 配 置

す る。   

２  採 掘跡地 は必 要に 応じ 埋め戻 しを 行い、

緑 化及 び植栽 する。ま た、法 (のり )面は可

能 な 限 り 緑 化 し 小 段 平 坦 部 に は 必 要 に 応

じ 客土 等を行 い植 栽す る。   

(注 )１  「残置 森林率」 とは、 残置 森林（残 置す る森林 ）のう ち若

齢 林（ 15年生 以下 の森 林）を除い た面 積の 事業 区域内 の森

林 の面 積に対 する 割合 をい う。  

２  「森林 率」と は、事 業区域 内の 森林の 面積 に対す る 残 置森

林 及び 造成森 林（植栽 によ り造成 する 森林 であ って硬 岩切 土

面 等 の 確 実 な 成 林 が 見 込 ま れ な い 箇 所 を 除 く 。） の 面 積 の 割

の 造

成  

は 、お お

む ね 20パ

ー セン ト

以 上。  

残 置森 林又は 造成 森林 又は 造成緑 地を 配

置 する 。これ 以外 の場 合に あって も極 力

周 辺部 に森林 又は 緑地 を配 置する 。  

２  開 発行為 に係 る１ 箇所 当たり の面 積

は 、お おむね 20ヘ クタ ール 以下と し、 事

業 区域 内にこ れを 複数 造成 する場 合 に

は 、そ の間に 幅お おむ ね 30メート ル以 上

の 残置 森林又 は造 成森 林 又 は造成 緑地 を

配 置す る。  

土 石

等 の

採 掘  

 １  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 30メー

ト ル以 上の残 置森 林又 は造 成森林 を配 置

す る。  

２  採 掘跡地 は、 必要 に応 じて埋 め戻 しを

行 い、 緑化及 び植 栽す る。 また、 法 (の

り )面 は可 能な限 り緑化 し 、 小段平 坦部 に

は 必要 に応じ て客 土等 を行 い植栽 する 。  

(注 )１  「残 置森 林率」とは 、残置 する森 林の うち 弱齢林 (15年生以

下 の 森 林 )を 除 い た 面 積 の 事 業 区 域 内 の 森 林 の 面 積 に 対 す る

割 合を いう。  

２  「 森林率 」と は、 残置 森林及 び造 成森 林 (植栽 により 造成

す べき 森林で あっ て硬 岩切 土 法 (のり )面等 の確 実な成 林が

見 込ま れない 箇所 を除 く。 )の 面積の 事業区 域内 の森林 の面
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合 をい う。  

３  「 開発行 為の 目的 」に ついて  

(１ ) 「別 荘地」 とは、 保養等 非日 常的な 用途 に供す る家 屋

等 を集 団的に 設置 しよ うと する土 地を 指す もの とする 。  

(２ ) 「ゴ ルフ 場」と は、地方 税法 等によ るゴ ルフ場 の定 義

以 外の 施設で あっ ても、利用 形態等 が通常 のゴ ルフ場 と認

め られ る場合 は、 これ に含 め取扱 うも のと する 。  

(３ ) 「宿 泊施設 」とは 、ホ テル 、旅館 、民宿 、ペ ンシ ョン 、

保 養 所 等 専 ら 宿 泊 の 用 に 供 す る 施 設 及 び そ の 付 帯 施 設 を

指 すも のとす る。なお、 リゾ ートマ ンショ ン、コ ンドミ ニ

ア ム 等 所 有 者 等 が 複 数 と な る 建 築 物 等 も こ れ に 含 め 取 扱

う もの とする 。  

(４ ) 「レジ ャー 施設 」と は、総 合運 動公 園、 遊園地 、動・

植 物園 、サ ファリ パー ク 、レジ ャーラ ンド 等の 体験娯 楽施

設 その 他の観 光、保養 等の 用に供 す る 施設 を指 すもの とす

る 。  

(５ ) 「 工場、 事業場 」とは、 製造、 加工 処理、 流通 等産業

活 動に 係る施 設を 指す もの とする 。  

(６ ) 上記表 に掲 げる 以外 の開発 行為 の目 的の うち、学 校教

育 施設 、病 院、廃棄 物処 理施 設等は 工場・事業 場の 基準を 、

ゴ ルフ 練習場 はゴ ルフ 場と 一体の もの を除 き宿 泊施設・レ

ジ ャー 施設の 基準 をそ れぞ れ適用 する もの とす る。ま た、

積 に対 する割 合を いう 。  
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企 業等 の福利 厚生 施設 につ いては、その施 設の 用途に 係る

開 発行 為の目 的の 基準 を適 用する もの とす る。  

(７ )  １ 事 業 区 域 内 に 異 な る 開 発 行 為 の 目 的 に 区 分 さ れ る

複 数の 施設が 設置 され る場 合には、 それぞ れの 施設ご とに

区 域区 分を行 い、それ ぞれ の開発 行為 の目 的別 の基準 を適

用 する ものと する 。た だし 、そ れぞれ の施 設ご とに区 域区

分 を行 い、開発 行為の 目的 別の基 準を 適用 する ことが 困難

な 場合 は、開発 行為の 目的 別の基 準に おい て最 も厳し い基

準 を事 業区域 全体 に適 用す ること とし て差 し支 えない 。  

こ の場 合、残置森 林又 は造 成森林（住 宅団 地の 造成の 場

合 は緑 地も含 む。以下同 じ。）は区分 され た区 域ご とにそ れ

ぞ れ配 置する こと が望 まし いが 、施設 の配 置計 画等か らみ

て やむ を得な いと 認め られ る場合 には 、施 設の 区域界 にお

お む ね 3 0メ ー ト ル の 残 置 森 林 又 は 造 成 森 林 を 配 置 す る も

の とす る。  

５  レ ジャー 施設 及び 工場・事 業場の 設置 につ いては 、１ 箇所

当 たり の面積 がそ れぞ れお おむね ５ヘ クタ ール 以下、お おむ

ね 20ヘ クター ル以 下と され ている が、施設 の性 格上施 設の 機

能 を確 保する こと が著 しく 困難と 認め られ る場 合には、その

必 要の 限度に おい てそ れぞ れ５ヘ クタ ール、 20ヘ クター ルを

超 えて 設置す るこ とも やむ を得な いも のと する 。  

６  工 場・事業場 の設 置及 び住宅 団地 の造 成に 係る「１箇 所当
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た りの 面積 」とは 、当 該施 設又は その 集団 を設 置する ため の

開 発行 為に係 る土 地の 区域 面積を 指す もの と す る。  

７  住 宅団地 の造 成に 係る「 緑地」に つい ては、 土壌条 件、植

栽 方法、本数等 からし て林 叢状態 を呈 して いな いと見 込ま れ

る 土地 につい ても 対象 とす ること がで き、当面 、次に掲 げる

も のを 含める こと とす る 。  

(１ ) 公園・ 緑地 ・広 場  

(２ ) 隣棟間 緑地 、コ モン ・ガー デン  

(３ ) 緑地帯 、緑 道  

(４ ) 法 (のり )面 緑地  

(５ ) その他 上記 に類 する もの  

８  「ゲ レンデ 等」と は、滑 走コー スの上、 下部 のスキ ーヤー

の 滞留 場所で あり 、リ フト 乗降場 、レ スト ハウ ス等の 施設 用

地 を含 む区域 をい う。  
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別 記３  保安 林を ５ヘ クタ ール以 上開 発転 用あ るいは 事業 区域 内

に 保安 林が 10パー セン ト以 上含ま れる 場合  

事 業

等 の

目 的  

事 業区 域

内 にお い

て 残置

し 、若 し

く は造 成

す る森 林

又 は緑 地

の 割合  

森  林  の  配  置  等  

別 荘

地 の

造 成  

 残置 森

林 率は お

お むね 70

パ ーセ ン

ト 以上 と

す る。  

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 50メー ト

ル 以上 の残置 森林 又は 造成 森林を 配置 す

る 。  

２  １ 区画の 面積 はお おむ ね 1,000平 方メー

ト ル以 上とす る。  

３  １ 区画内 の建 物敷 の面 積はお おむ ね 200

平 方メ ートル 以下 とし 、建 物敷そ の他 付帯

施 設の 面積は １区 画の 面積 のおお むね 20パ

ー セン ト以下 とす る。  

４  建 築物の 高さ は当 該森 林の期 待平 均樹 高

以 下と する。  

 

表 ５  保安林 を５ ヘク ター ル以上 開発 転用 ある いは事 業区 域内 に

保 安林 が 10パ ーセ ント 以上 含まれ る場 合  

 

 

開 発

行 為

の 目

的  

 

 

残 置森 林

等 の割 合  
残  置  森  林  等  の  配  置  

別 荘

地 の

造 成  

 残置 森

林 率は 、

お おむ ね

70パー セ

ン ト以

上 。  

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 50メー ト

ル 以上 の残置 森林 又は 造成 森林を 配置 す

る 。  

２  １ 区画の 面積 は、 おお むね 1,000平方メ

ー トル 以上と し、 建物 敷等 の面積 は、 おお

む ねそ の 30パ ーセ ント 以下 とする 。  

３  建 築物の 高さ は、 当該 森林の 期待 平均 樹

高 以下 とする 。  

４  １ 区画内 の建 物敷 の面 積は、 おお むね

200平 方メ ートル 以下と し、 建物敷 その 他

付 帯施 設の面 積は 、１ 区画 の面積 のお おむ

ね 20パ ーセン ト以 下と する 。  
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ス キ

ー 場

の 造

成  

 残置 森

林 率は お

お むね 70

パ ーセ ン

ト 以上 と

す る。    

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 50メー ト

ル 以上 の残置 森林 又は 造成 森林を 配置 す

る 。  

２  滑 走コー スの 幅は おお むね 50メー トル 以

下 とし 、複数 の滑 走コ ース を並列 して 設置

す る場 合はそ の間 の中 央部 に 幅お おむ ね

100メ ート ル以上 の残置 森林 を配置 する 。  

３  滑 走コー スの 上、 下部 に設け るゲ レン デ

等 は１ 箇所当 たり おお むね ５ヘク ター ル以

下 とす る。  

  ま た、ゲ レン デ等 と駐 車場と の間 には 幅

お おむ ね 50メ ート ル以 上の 残置森 林又 は造

成 森林 を配置 する 。  

 

４  滑 走コー スの 造成 に当 たって は原 則と し

て 土地 の形質 変更 は行 わな いこと とし 、 止

む を得 ず行う 場合 には 、造 成に係 る切 土量

は 、１ ヘクタ ール 当た りお おむね 1,000立

方 メー トル以 下と する 。  

ゴ ル

フ 場

の 造

 森林 率

は おお む

ね 70パ ー

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 50メー ト

ル 以上 の残置 森林 又は 造成 森林（ 残置 森林

は 原則 として おお むね 40メ ートル 以上 ）を

ス キ

ー 場

の 造

成  

 残置 森

林 率は 、

お おむ ね

70パー セ

ン ト以

上 。  

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 50メー ト

ル 以上 の残置 森林 又は 造成 森林を 配置 す

る 。  

２  滑 走コー スの 幅は 、お おむね 50メ ート ル

以 下と し、複 数の 滑走 コー スを並 列し て設

置 する 場合は 、そ の間 の中 央部に おお むね

100メ ート ル以上 の残置 森林 を配置 する 。  

３  滑 走コー スの 上、 下部 に設け るゲ レン デ

等 （ス キーヤ ーの 滞留 場所 であり 、リ フト

乗 降場 、レス トハ ウス 等の 施設用 地を 含む

区 域） は、１ 箇所 当た りお おむね ５ヘ クタ

ー ル以 下とす る。 また 、ゲ レンデ 等と 駐車

場 との 間には 幅 50メー トル 以上の 残置 森林

又 は造 成森林 を配 置す る。  

４  滑 走コー スの 造成 に当 たって は 、 原則 と

し て土 地の形 質の 変更 は行 わない こと と

し 、や むを得 ず行 う場 合に は、造 成に 係る

切 土量 は、１ ヘク ター ル当 たりお おむ ね

1,000立方 メート ル以下 とす る。  

ゴ ル

フ 場

の 造

 森林 率

は 、お お

む ね 70パ

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 50メー ト

ル 以上 の残置 森林 又は 造成 森林（ 残置 森林

は 、原 則とし てお おむ ね 40メート ル以 上）
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成  セ ント 以

上 とす

る 。  

（ 残置 森

林 率は お

お むね 60

パ ーセ ン

ト 以上 ）  

配 置す る。  

２  ホ ール間 に幅 おお むね 50メー トル 以上 の

残 置森 林又は 造成 森林 （残 置森林 はお おむ

ね 40メ ートル 以上 ）を 配置 する。  

３  切 土量、 盛土 量は それ ぞれ 18ホー ル当 た

り おお むね 150万 立方メ ート ル以下 とす

る 。  

宿 泊

施

設 、  

レ ジ

ャ ー

施 設

の 設

置  

残 置森

林 率は お

お むね 70

パ ーセ ン

ト 以上 と

す る。  

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 50メー ト

ル 以上 の残置 森林 又は 造成 森林を 配置 す

る 。  

２  建 物敷の 面積 は事 業区 域の面 積の おお む

ね 20パ ーセン ト以 下と し、 事業区 域内 に複

数 の宿 泊施設 を設 置す る場 合は極 力分 散さ

せ るも のとす る。  

３  レ ジャー 施設 に係 る事 業等の １箇 所当 た

り の面 積はお おむ ね５ ヘク タール 以下 と

し 、事 業区域 内に これ を複 数設置 する 場合

は 、そ の間に 幅お おむ ね 50メート ル以 上の

残 置森 林又は 造成 森林 を配 置する 。  

 

成  ー セン ト

以 上。  

 残置 森

林 率は 、

お おむ ね

60パー セ

ン ト以

上 。  

を 配置 する。  

２  ホ ール間 に幅 おお むね 50メー トル 以上 の

残 置森 林又は 造成 森林 （残 置森林 は 、 おお

む ね 40メート ル以 上） を配 置する 。  

３  切 土量及 び盛 土量 は、 それぞ れ 18ホー ル

当 たり おおむ ね 150万立 方メ ートル 以下 と

す る。  

宿 泊

施

設 、  

レ ジ

ャ ー

施 設

の 設

置  

残 置森

林 率は 、

お おむ ね

70パー セ

ン ト以

上 。  

１  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 50メー ト

ル 以上 の残置 森林 又は 造成 森林を 配置 す

る 。  

２  建 築敷の 面積 は、 事業 区域の 面積 のお お

む ね 20パーセ ント 以下 とし 、事業 区域 内に

複 数の 宿泊施 設を 設置 する 場合は 極力 分散

さ せる ものと する 。  

３  レ ジャー 施設 の開 発行 為に係 る１ 箇所 当

た りの 面積は 、お おむ ね５ ヘクタ ール 以下

と し、 事業区 域内 にこ れを 複数設 置す る場

合 は、 その間 に幅 おお むね 50メー トル 以上

の 残置 森林又 は造 成森 林を 配置す る。  
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太 陽

光 発

電 施

設 の

設 置  

森 林率

は おお む

ね 35パ ー

セ ント 以

上 。残 置

森 林率 は

お おむ ね

25パー セ

ン ト以

上 。  

１  原 則とし て周 辺部 に残 置森林 を配 置す る

こ とと し、事 業区 域内 の 事 業等に 係る 森林

の 面積 が 20ヘ クタ ール 以上 の場合 は原 則と

し て周 辺部に おお むね 幅 50メート ル以 上の

残 置森 林又は 造成 森林 （お おむね 50メ ート

ル 以上 の幅の うち 一部 又は 全部は 残置 森

林 ）を 配置す るこ とと する 。また 、り ょう

線 の一 体性を 維持 する ため 、尾根 部に つい

て は、 原則と して 残置 森林 を配置 する 。   

２  事 業等に 係る １箇 所当 たりの 面積 は、 お

お むね 20ヘク ター ル以 下と し、事 業区 域内

に これ を複数 造成 する 場合 は、そ の間 に幅

お おむ ね 50メ ート ル以 上の 残置森 林又 は造

成 森林 を配置 する 。  

工

場 、

事 業

場 の

設 置  

森 林率

は おお む

ね 35パ ー

セ ント 以

上 とす

る 。  

１  事 業区域 内の 事業 等に 係る森 林の 面積 が

20ヘク タール 以上 の場 合は 、原則 とし て周

辺 部に 幅おお むね 50メ ート ル以上 の残 置森

林 又は 造成森 林を 配置 する 。これ 以外 の場

合 にあ っても 極力 周辺 部に 森林を 配置 す

る 。  

２  事 業等に 係る １箇 所当 たりの 面積 はお お

む ね 20ヘクタ ール 以下 とし 、事業 区域 内に

太 陽

光 発

電 施

設 の

設 置  

森 林率

は おお む

ね 35パ ー

セ ント 以

上 。残 置

森 林率 は

お おむ ね

25パー セ

ン ト以

上 。  

１  原 則とし て周 辺部 に残 置森林 を配 置す る

こ とと し、事 業区 域内 の 開 発行為 に係 る森

林 の面 積が 20ヘク ター ル以 上の場 合は 原則

と して 周辺部 にお おむ ね幅 50メー トル 以上

の 残置 森林又 は造 成森 林（ おおむ ね 50メー

ト ル以 上の幅 のう ち一 部又 は全部 は残 置森

林 ）を 配置す るこ とと する 。また 、り ょう

線 の一 体性を 維持 する ため 、尾根 部に つい

て は、 原則と して 残置 森林 を配置 する 。   

２  開 発行為 に係 る１ 箇所 当たり の面 積は 、

お おむ ね 20ヘ クタ ール 以下 とし、 事業 区域

内 にこ れを複 数造 成す る場 合は、 その 間に

幅 おお むね 50メー トル 以上 の残置 森林 又は

造 成森 林を配 置す る。  

工

場 、

事 業

場 の

設 置  

森 林率

は 、お お

む ね 35パ

ー セン ト

以 上。  

１  事 業区域 内の 開発 行為 に係る 森林 の面 積

が 20ヘ クター ル以 上の 場合 は原則 とし て周

辺 部に おおむ ね 50メー トル 以上の 残置 森林

又 は造 成森林 を配 置す る。 これ以 外の 場合

に あっ ても、 極力 周辺 部に 森林を 配置 す

る 。  

２  開 発行為 に係 る１ 箇所 当たり の面 積は 、

お おむ ね 20ヘ クタ ール 以下 とし、 事業 区域
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こ れを 複数造 成す る場 合は 、その 間に 幅お

お むね 50メー トル 以上 の残 置森林 又は 造成

森 林を 配置す る。  

住 宅

団 地

の 造

成  

 森林 率

（ 緑地 を

含 む。）

は おお む

ね 30パ ー

セ ント 以

上 とす

る 。  

１  事 業区域 内の 事業 等に 係る森 林の 面積 が

20ヘク タール 以上 の場 合は 、原則 とし て周

辺 部に 幅おお むね 50メ ート ル以上 の残 置森

林 又は 造成森 林・ 緑地 を配 置する 。こ れ以

外 の場 合にあ って も極 力周 辺部に 森林 ・緑

地 を配 置する 。  

２  事 業等に 係る １箇 所当 たりの 面積 はお お

む ね 20ヘクタ ール 以下 とし 、事業 区域 内に

こ れを 複数造 成す る場 合は 、その 間に 幅お

お むね 50メー トル 以上 の残 置森林 又は 造成

森 林・ 緑地を 配置 する 。  

土 石

等 の

採 掘  

 １  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 50メー ト

ル 以上 の残置 森林 又は 造成 森林を 配置 す

る 。  

２  採 掘跡地 は必 要に 応じ 埋め戻 しを 行い 、

緑 化及 び植栽 する 。ま た、 法 (のり )面 は可

能 な限 り緑化 し小 段平 坦部 には必 要に 応じ

客 土等 を行い 植栽 する 。  

(注 )１  「残 置森 林率 」と は、残 置森 林（ 残置 する森 林） のう ち

内 にこ れを複 数造 成す る場 合 には 、そ の間

に 幅お おむね 50メ ート ル以 上の残 置森 林又

は 造成 森林を 配置 する 。  

住 宅

団 地

の 造

成  

 森林 率

（ 緑地 を

含 む。）

は 、お お

む ね 30パ

ー セン ト

以 上。  

１  事 業区域 内の 開発 行為 に係る 森林 の面 積

が 20ヘ クター ル以 上の 場合 は原則 とし て周

辺 部に おおむ ね 50メー トル 以上の 残置 森林

又 は造 成森林 又は 造成 緑地 を配置 する 。こ

れ 以外 の場合 にあ って も 、 極力周 辺部 に森

林 を配 置する 。  

２  開 発行為 に係 る１ 箇所 当たり の面 積は 、

お おむ ね 20ヘ クタ ール 以下 とし、 事業 区域

内 にこ れを複 数造 成す る場 合 には 、そ の間

に 幅お おむね 50メ ート ル以 上の残 置森 林又

は 造成 森林又 は造 成緑 地を 配置す る。  

土 石

等 の

採 掘  

 １  原 則とし て周 辺部 に幅 おおむ ね 50メー ト

ル 以上 の残置 森林 又は 造成 森林を 配置 す

る 。  

２  採 掘跡地 は、 必要 に応 じて埋 め戻 しを 行

い 、緑 化及び 植栽 する 。ま た、法 (の り )面

は 、可 能な限 り緑 化し 、小 段平坦 部に は必

要 に応 じて客 土等 を行 い植 栽する 。  

(注 )１  「残 置森 林率 」と は、残 置す る森 林の うち 弱 齢林 (15年 生
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若 齢林 （ 15年 生以 下の 森林 ）を除 いた 面積 の事 業区域 内の

森 林の 面積に 対す る割 合を いう。  

２  「 森林率 」と は、 事業 区域内 の森 林の 面積 に対す る 残 置

森 林及 び造成 森林 （植 栽に より造 成す る森 林で あって 硬岩

切 上面 等の確 実な 成林 が見 込まれ ない 箇所 を除 く。）の面 積

の 割合 をいう 。  

３  「 事業等 の目 的」 につ いて  

(１ ) 「別荘 地」 とは 、保 養等非 日常 的な 用途 に供す る家

屋 等を 集団的 に設 置し よう とする 土地 を指 すも のとす

る 。  

(２ ) 「ゴル フ場 」と は、 地方税 法等 によ るゴ ルフ場 の定

義 以外 の施設 であ って も、 利用形 態等 が通 常の ゴルフ 場

と 認め られる 場合 は、 これ に含め 取扱 うも のと する。  

(３ ) 「宿泊 施設 」と は、 ホテル 、旅 館、 民宿 、ペン ショ

ン 、保 養所等 専ら 宿泊 の用 に供す る施 設及 びそ の付帯 施

設 を指 すもの とす る。 なお 、リゾ ート マン ショ ン、コ ン

ド ミニ アム等 所有 者等 が複 数とな る建 築物 等も これに 含

め 取扱 うもの とす る。  

(４ ) 「レジ ャー 施設 」と は、総 合運 動公 園、 遊園地 、

動 ・植 物園、 サフ ァリ パー ク、レ ジャ ーラ ンド 等の体 験

娯 楽施 設その 他の 観光 、保 養等の 用に 供す る施 設を指 す

も のと する。  

以 下の 森林 )を除 いた面 積の 事業区 域内 の森 林の 面積に 対す

る 割合 をいう 。  

   ２  「森 林率 」と は、 残置森 林又 は造 成森 林 (植栽に より造 成

す る森 林であ って 硬岩 切土 法 (のり )面 等の 確実 な成林 が見 込

ま れな い箇所 を除 く。 )の 面積 の事業 区域内 の森 林の面 積に

対 する 割合を いう 。  
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(５ ) 「工場 、事 業場 」と は、製 造、 加工 処理 、流通 等産

業 活動 に係る 施設 を指 すも のとす る。  

(６ ) 上記表 に掲 げる 以外 の事業 等の 目的 のう ち、学 校教

育 施設 、病院 、廃 棄物 処理 施設等 は工 場・ 事業 場の基 準

を 、ゴ ルフ練 習場 はゴ ルフ 場と一 体の もの を除 き宿泊 施

設 ・レ ジャー 施設 の基 準を それぞ れ適 用す るも のとす

る 。ま た、企 業等 の福 利厚 生施設 につ いて は、 その施 設

の 用途 に係る 事業 等の 目的 の基準 を適 用す るも のとす

る 。  

(７ ) １事業 区域 内に 異な る事業 等の 目的 に区 分され る複

数 の施 設が設 置さ れる 場合 には、 それ ぞれ の施 設ごと に

区 域区 分を行 い、 それ ぞれ の事業 等の 目的 別の 基準を 適

用 する ものと する 。た だし 、それ ぞれ の施 設ご とに区 域

区 分を 行い、 事業 等の 目的 別の基 準を 適用 する ことが 困

難 な場 合は、 事業 等の 目的 別の基 準に おい て最 も厳し い

基 準を 事業区 域全 体に 適用 するこ とと して 差し 支えな

い 。  

こ の場 合、残 置森 林又 は造 成森林 （住 宅団 地の 造成の

場 合は 緑地も 含む 。以 下同 じ。）は区 分され た区 域ごと に

そ れぞ れ配置 する こと が望 ましい が、 施設 の配 置計画 等

か らみ てやむ を得 ない と認 められ る場 合に は、 施設の 区

域 界に おおむ ね 50メー トル の残置 森林 又は 造成 森林を 配
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置 する ものと する 。  

４  レ ジャー 施設 及び 工場 ・事業 場の 設置 につ いては 、１ 箇

所 当た りの面 積が それ ぞれ おおむ ね５ ヘク ター ル以下 、お

お むね 20ヘク ター ル以 下と されて いる が、 施設 の性格 上施

設 の機 能を確 保す るこ とが 著しく 困難 と認 めら れる場 合に

は 、そ の必要 の限 度に おい てそ れ ぞれ ５ヘ クタ ール、 20ヘ

ク ター ルを超 えて 設置 する ことも やむ を得 ない ものと す

る 。  

５  工 場・事 業場 の設 置及 び住宅 団地 の造 成に 係る「 １箇 所

当 たり の面積 」と は、 当該 施設又 はそ の集 団を 設置す るた

め の事 業等に 係る 土地 の区 域面積 を指 すも のと する。  

６  住 宅団地 の造 成に 係る 「緑地 」に つい ては 、土壌 条件 、

植 栽方 法、本 数等 から して 林叢状 態を 呈し てい ないと 見込

ま れる 土地に つい ても 対象 とする こと がで き、 当面、 次に

掲 げる ものを 含め るこ とと して差 し支 えな い。  

(１ ) 公園・ 緑地 ・広 場  

(２ ) 隣棟間 緑地 、コ モン ・ガー デン  

(３ ) 緑地帯 、緑 道  

(４ ) 法面緑 地  

(５ ) その他 上記 に類 する もの  

７  「 ゲレン デ等 」と は、 滑走コ ース の上 、下 部のス キー ヤ

ー の滞 留場所 であ り、 リフ ト乗降 場、 レス トハ ウス等 の施
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設 用地 を含む 区域 をい う。  

 


